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平成26年12月11日（木曜日） 

 

○出席議員（14名） 

    議 長  夷  藤     満 君     ９ 番  能  村  憲  治 君 

    １ 番  太  田  臣  宠 君     10 番  清  水  文  雄 君 

    ２ 番  中  島  利  美 君     11 番  水  口  裕  子 君 

    ４ 番  生  田  勇  人 君     12 番  渡  辺     旺 君 

    ６ 番  藤  井  良  信 君     13 番  八  田  外 茂 男 君 

    ７ 番  恩  道  正  博 君     14 番  中  川     達 君 

    ８ 番  北  川  悦  子 君     15 番  南     守  雄 君 

 

○説明のため出席した者

町 長 川 口 克 則 君 

副 町 長 上 出 孝 之 君 
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担当課長兼保健センター所長 重 原   正 君 
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都市整備部上下水道課長 長 田   学 君 
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会計管理者兼会計課長 瀬 戸 博 行 君 
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指導管理担当課長 
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男女共同参画审長兼図書館長 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長  向   貴代治 君 事 務 局 書 記 若 林 優 治 君 

○議事日程（第２号） 

  平成26年12月11日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程 

  議案第65号 平成26年度内灘町一般会計補正予算（第７号）から 

  議案第79号 内灘町体育施設（総合体育館等）の指定管理者の指定についてまで 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ２番 中 島 利 美 

   １番 太 田 臣 宠 

   10番 清 水 文 雄 

   11番 水 口 裕 子 

   ９番 能 村 憲 治 

   ６番 藤 井 良 信 

   ７番 恩 道 正 博 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆さん、おはようござ

います。 

 早朝より本会議の傍聴にお越しをいただき、

ありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は、14名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、９日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○内灘町議会議員政治倫理審査会 

     正副委員長互選結果報告 

○議長【夷藤満君】 なお、先日設置されま

した内灘町議会議員政治倫理審査会において

会長及び副会長の互選が行われ、その結果が

議長の手元に来ておりますのでご報告いたし

ます。 

 内灘町議会議員政治倫理審査会会長に中川

達議員、副会長に恩道正博議員。 

 以上のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第65号

平成26年度内灘町一般会計補正予算（第７号）

から議案第79号内灘町体育施設（総合体育館

等）の指定管理者の指定についてまでの15議

案を一括して議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、提出議案に対する質疑については、

昨日までに質疑の通告がありませんでしたの

で、質疑なしとして質疑を省略いたします。 
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   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第65号平成

26年度内灘町一般会計補正予算（第７号）か

ら議案第79号内灘町体育施設（総合体育館等）

の指定管理者の指定についてまでの15議案に

つきましては、お手元に配付いたしてありま

す議案付託表のとおり所管の各常任委員会に

付託いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 なお、継続審査となっております請願第28

号教育予算の拡充を求める請願書については、

付託委員会のほうで審査をお願いします。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第29号「『慰安婦』問題の早期解決を求める

意見書」採択を求める請願書、請願第30号「特

定秘密保護法の廃止を求める意見書」の採択

を求める請願書、請願第31号「集団的自衛権

行使容認の閣議決定を撤回し、閣議決定に基

づく立法化を行わないことを求める意見書」

採択を求める請願書並びに請願第32号「日米

軍事協力の指針（ガイドライン）再改定作業

の即時中止を求める意見書」の採択を求める

請願書の４件については、お手元に配付の請

願・陳情文書表のとおり、所管の総務産業建

設常任委員会に付託いたしますので審査願い

ます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間はお１人30分以内ですので、時間

内にまとめるようお願いいたします。 

 また、傍聴の皆様には、議員が質問してい

る際は静粛にしていただき、立ち歩いたり退

席しないようお願い申し上げます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 

○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。 

 傍聴席の皆様、執行部の皆様、そして議会

の皆様、おはようございます。ありがとうご

ざいます。 

 議員になってから初めて一番バッターの質

問に立たせていただき、きょうは尐し緊張し

ておりますが、執行部の皆様にはお手やわら

かに、また積極、大胆な前向きな答弁をいた

だけますよう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速質問に入らせていただきま

す。 

 今回の質問は、一言で言うならば「北部開

発にかける夢」です。内灘町民、とりわけ北

部地区の皆さんにとって、内灘大橋すなわち

サンセットブリッジが13年前に完成したとき、

どれほど北部の発展や未来に胸躍り、夢と希

望に思いをはせていたことでしょう。 

 しかし、あれから13年。白帄台の住宅開発

は進んだものの、商業誘致はいまだ結論には

至っていません。町民の憩いの場である福祉

センターは老朽化と耐震不足により閉鎖状態、

唯一営業しているほのぼの湯に至っても建て

かえが急がれている状況です。 

 そんな苦境を何とかしたいという川口町長

の公約と思いに私は大いに期待し、必ずなし

遂げてくれるものと信じております。 

 そこで、私は、私が思い描く北部の将来像

を夢に描いてみました。そこにはまず、まさ

に北部への夢のかけ橋であるサンセットブリ

ッジが色鮮やかにライトアップされている光

景が思い浮かびます。皆さん、思い出してく

ださい。サンセットブリッジが建設された当

時、金沢市からも津幡町からも見える光り輝

くサンセットブリッジに、時には心が癒やさ
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れ、時には心躍り、まさに町民にとっても自

慢であり町の誇りであったのではないでしょ

うか。 

 しかし、建設当初の146台設置されていた、

こうこうと輝いたライトは、老朽化に伴う故

障や破損などで現在では約半分の71台しか点

灯しておりません。建設当時の面影はすっか

り消えてしまいました。現在のまま５年、10

年と稼働し続けることは不可能であり、故障

した部品なども今では一部調達不可能とも伺

っております。 

 そこで、修理には限界があることを見越し

て、今まさに３カ月後に控える北陸新幹線開

業を見据え、内灘町のシンボルマークになる

よう完全修復工事を考える時期に来ているの

ではないかと思います。町内外の人々から、

「内灘町といえば、ああ、サンセットブリッ

ジのあるところね」と言ってもらえるくらい

のすばらしいものにすることが夢のかけ橋へ

の第２章の始まりなのです。 

 サンセットブリッジ建設に携わった先人の

方々の苦労に報いるためにも、そして将来を

担っていく子供たちに内灘町の未来を託すた

めにも、サンセットブリッジの完全修復は絶

対不可欠と考えます。このことについて、ま

ず町のお考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 師走に入り、日に日に寒い日となっており

ます。議員各位、また傍聴の皆様におかれま

してはご自愛をいただき、輝かしい新年をお

迎えされますことをご祈念申し上げます。 

 それでは、中島議員のご質問にお答えいた

します。 

 国営河北潟干拓事業により、河北潟の水を

日本海に導くため、幅110メートルの河北潟放

水路が昭和43年に開削され、町域は南北に二

分されました。 

 町の均衡ある発展を進める上でも重要な役

割を果たす内灘大橋（サンセットブリッジ）

が長年の町民の悲願で、平成13年に斜張橋と

して完成いたしました。また、斜張橋の構造

美を夜空に浮かび上がらせ、季節によって色

が変わるカラーチェンジャーつきライトアッ

プ設備も同時に整備されました。 

 内灘大橋は、金沢市街や河北潟周辺の国道

８号線などからもその姿が望むことができま

す。金沢都市圏の景観形成の重要な役割を担

い、内灘町のランドマークとして位置づけら

れているものでございます。 

 内灘大橋は多くの町民に親しまれ、町の魅

力アップ施設として、またシンボル施設とし

て重要なものと捉えております。 

 しかしながら、現在のライトアップ設備は

既に製造中止になっていることから、消費電

力料金の低いＬＥＤ灯具でライトアップがで

きないか、各方面から調査をしているところ

でございます。また、改修費用に係る財源に

つきましても、国の補助対象事業にならない

か国及び県と協議を進める必要があり、ライ

トアップ設備の改修について早急に調査、研

究を進めたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 朝一番から大変希望

にあふれるような答弁をいただきまして、あ

りがとうございます。川口町長の前向きな答

弁を伺い、この後の質問にも私も勇気が湧い

てまいりました。ありがとうございます。 

 しかし、いずれにしても完全修復には多大

な費用がかかり、きょうあしたに取りかかれ

るものではないことは間違いないと思います。

町の単費では負担も大きいことと思いますの

で、川口町長にはこの後も県や国に熱心に働

きかけていただき、何とか町の魅力発信、そ

して新たな観光名所になれるよう、補助金な

どの該当にならないか知恵を絞り、職員の皆

様も一丸となって調査、研究に努力していた
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だきたいと願います。 

 そこで、完全修復に取りかかるまでの間、

現状のままではなく、尐しでも魅力ある橋に

できないか。わずかに残っているライトの点

灯も点灯時間が短く、若者たちがデートや観

光に訪れるような時間帯にはすっかり暗くな

っています。 

 現在は何時から何時まで点灯しているのか、

また年間ではどれぐらい稼働しているのか、

そしてまた、それにかかる電気料金は年間で

現在どれぐらいかかっているのか、お答えく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 ライトアップの点灯時間は季節により異な

りますが、日の長い夏場は午後７時から午後

10時で、冬期は午後５時30分から午後９時ま

で点灯しております。 

 また、平成13年の大橋完成時には年間を通

じてライトアップをしておりましたが、平成

24年４月下旪以降は、週末の金、土、日と５

月の連休、夏休み期間、クリスマスから正月

の期間において年間約200日間のライトアッ

プを行っております。また、年間の電気料金

は、おおむね200万円でございます。 

 また、点灯時間を年間通してつけた場合の

電気料でございますが、約270万円と考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今ほど、年間365日全

て稼働した場合の電気料金までお答えいただ

きました。ありがとうございます。 

 本当に５年、10年、もしかしたら二、三年

で橋のライトアップの完全修復に取りかかっ

ていただけるのかなとも思いますが、やはり

本当にできることならば、あしたからでも点

灯時間の延長、そして平日でも毎日橋を渡れ

ば橋がライトアップされているような状況に

していただけるのであれば、あしたからでも

ぜひお願いいたします。 

 そして、今まさに、全国ではクリスマスシ

ーズンに向けてイルミネーションがブームに

なり、若いカップルや家族連れがイルミネー

ションの輝きを求めて足を運んでいます。サ

ンセットブリッジも数年前までは県内でも有

数の名所でした。ぜひあのころの輝きをよみ

がえらせるために、ライトアップには不可欠

の電気料金について、私なりの提案をさせて

いただきたいと思います。 

 町のもう一つのシンボルでもある風力発電

についてです。風力発電の年間売電収入は概

算で4,900万円ほどあると伺っております。そ

のうち、維持管理費に1,550万円、借金返済の

ための公債費が平成27年度の末まで1,890万

円あると聞いています。公債費が終了した28

年度からは概算で3,350万円の売電収入が見

込まれると予想されます。 

 現在は、その売電収入は新エネルギー事業

財政調整基金として別会計に積み立てられて

おりますが、28年度以降は一般財源に組み入

れて、そこから北部開発のための魅力発信事

業や観光事業に活用できるようにすれば、財

政面でも積極、大胆な観光事業、魅力発信事

業に取り組んでいけるのではないかと思いま

す。 

 この点について、町の見解をお聞かせくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 風力発電事業につきましては、平成15年度

から売電し12年が経過をしております。 

 町では、健全な発電事業を進めるため、平

成18年から内灘町新エネルギー事業財政調整

基金条例を定め、突発的な修繕工事などに対

応するため、決算上、剰余金が生じた場合、

積み立てることといたしております。 

 今後、大規模な改修工事を想定いたします
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と、特別会計としての健全経営を図る上でも

新エネルギー事業財政調整基金での積み立て

は必要と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 将来的に基金の積み

立てに余裕が出てきましたら、ぜひもう一度

ご検討いただけますように、よろしくお願い

いたします。 

 さて、次の魅力発信のステップは恋人の聖

地についてです。 

 サンセットブリッジを渡った目の前には恋

人の聖地の看板が確かに設置されています。

しかし、肝心の恋人の聖地がどこにあるのか

全くわからない、ホームページなどで見かけ

るハート型のすてきなモニュメントもどこに

あるのか全く見えない、初めて訪れた人は一

体どこに恋人の聖地があるのかほとんどわか

らないといったような声が多く聞かれます。 

 このことについて、町はどうお考えでしょ

うか。 

○議長【夷藤満君】 本郁夫地域振興課観光・

商工・労働担当課長。 

 〔地域振興課観光・商工・労働担当課長 本

郁夫君 登壇〕 

○地域振興課観光・商工・労働担当課長【本

郁夫君】 恋人の聖地の看板についてお答え

します。 

 恋人の聖地の案内看板につきましては、サ

ンセットブリッジ北交差点に面する総合公園

フェンスに設置しており、また誘導看板は、

見晴らし台、県立自転車競技場の入り口、そ

して見晴らし台へ登る階段下に設置をしてお

ります。 

 議員ご指摘の恋人の聖地の看板につきまし

ては、利用者にわかりやすい効果的な設置場

所、表示方法などを検討してまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 現在、恋人の聖地に

関しては町観光協会が事業に取り組まれてい

ると伺っておりますが、観光協会の活動内容

や恋人の聖地に対しての取り組みなどがわか

りましたらお答えください。 

○議長【夷藤満君】 本地域振興課観光・商

工・労働担当課長。 

 〔地域振興課観光・商工・労働担当課長 本

郁夫君 登壇〕 

○地域振興課観光・商工・労働担当課長【本

郁夫君】 今ほどの内灘町観光協会の活動内

容についてお答えいたします。 

 内灘町観光協会は、町の観光振興に係るさ

まざまなイベントを实施するなどして町観光

ＰＲに取り組んでおります。 

 観光協会の主な事業としまして、恋人の聖

地事業と観光ボランティアガイド事業を二本

柱に据え活動を行っております。 

 １つ目の恋人の聖地事業では、今ほどの総

合公園見晴らし台周辺を恋人の聖地内灘のス

ポットとして、オブジェや幸せの鐘を設置し

ており、また、この周辺でソーラーライトに

よるライトアップを行っております。イベン

ト事業では、｢恋人の聖地／内灘｣キャンペー

ン隊を選任し、北陸新幹線金沢開業イベント

や世界の凧の祭典などで内灘町をＰＲしてい

るほか、恋活パーティーの開催を行っており

ます。 

 ２つ目の観光ボランティアガイド事業では、

「風案内はまなすさん」を設立し、来町され

た観光のお実様などに町内の歴史・文化的施

設を案内してございます。加えまして、イベ

ントの開催やフェイスブックを使ってのお店

の情報発信を行い、町のＰＲにつなげており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 恋人の聖地の事業の

取り組みですが、町観光協会から恋人の聖地

本部というところに対して年間16万2,000円
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という、私にしたらちょっと、結構高いなと

思う会費だったんですが、そういった会費を

支払っておりますが、16万2,000円の年会費を

支払うことによってのメリットは何なんでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 本地域振興課観光・商

工・労働担当課長。 

 〔地域振興課観光・商工・労働担当課長 本

郁夫君 登壇〕 

○地域振興課観光・商工・労働担当課長【本

郁夫君】 恋人の聖地本部への加入負担金に

ついてのメリットについてお答えいたします。 

 統括本部へ参画負担金を納入するメリット

としまして、恋人の聖地プロジェクトのホー

ムページで恋人の聖地内灘が掲載され、広く

全国に発信されております。これにより内灘

町の知名度がアップし、観光情報の発信の機

会が多くなるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 確かに全国に対して

ホームページなどでそういった内灘町の魅力

発信というものも非常に大切かとは思います

が、この16万2,000円が本当に無駄になること

のないように、しっかりと本部などとも連絡

をとり合いながら、これからますます恋人の

聖地が発信されていくことを私は願います。 

 いずれにしても、今後は観光協会の役割も

大変重要になってくるものと思います。まず

は、せっかくある恋人の聖地を誰が見てもわ

かるように工夫をすること。ホームページな

どで発信するだけではなく、若いカップルが

足を運んでみたくなるようなイベントの企画

や開催など、できることは限りなくあると思

います。若い世代で恋人の聖地のプロジェク

トチームをつくるなど、若い人たちの意見を

取り入れていくことも大変効果的だと考えま

す。 

 今ある宝物を最大限に有効に活用し、「サ

ンセットブリッジを渡れば、そこには恋人の

聖地」と言えるくらいに、町も観光協会もと

もに知恵を出し合い、努力をしていただきた

いと思います。いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 本地域振興課観光・商

工・労働担当課長。 

 〔地域振興課観光・商工・労働担当課長 本

郁夫君 登壇〕 

○地域振興課観光・商工・労働担当課長【本

郁夫君】 今の町観光協会のイベント企画や

開催についてお答えしたいと思います。 

 来年早々、内灘町観光協会では第４代目の

恋人の聖地キャンペーン隊の募集を計画して

おります。この中で、このキャンペーン隊の

活動内容や恋人の聖地内灘事業の内容につき

まして、若い世代の皆様のご意見を伺いなが

ら町観光協会とともに検討をしてまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、次の北部

開発の鍵、それは商業誘致です。 

 前町長の時代から数多くの商業誘致がうわ

さされ、そのたびに、次こそは、今度こそは

と町民の多くが期待をし、そしてそのたびに

落胆してきました。 

 その後、川口町政になり、現在はどのよう

な状況になっているのか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 商業施設の誘致に

つきましてのご質問にお答えいたします。 

 白帄台地区での商業施設の誘致につきまし

ては、白帄台地区商業施設誘致促進条例を設

けて各種商品小売業等の誘致事業者へ奨励金

を交付することとしており、誘致の促進に努

めているところでございます。また、現在、

鋭意情報収集や誘致活動を行っており、具体

的な見通しが立った段階で皆様にご報告させ

ていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 
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○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 白帄台町会からは、

要望でスーパーマーケットの誘致は最優先事

項であると伺っておりますが、総合公園内に

あるスポーツ施設の利用者や公園を訪れるフ

ァミリーが利用できるようなファーストフー

ド店やファミリーレストランなどの飲食店の

誘致も模索してみてはいかがかと思います。 

 町が今進めている（仮称）白帄台インター

チェンジが实現すれば、商業圏も広がり、町

内外からの人の流れも生まれてきます。人の

流れとともに経済効果も上がることこそ、町

の発展につながると思います。 

 私はあえてファーストフード店やファミリ

ーレストランということを提案させていただ

きましたが、本当に女性の目線ならではの考

えかと思っております。そういったことにつ

いていかがでしょうか。お答えください。 

○議長【夷藤満君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ファーストフード

店などの飲食店の誘致についてのご質問にお

答えいたします。 

 議員ご提案の飲食店の誘致でございますが、

地元の白帄台町会からは、日々の生活に密着

した食料品店等を中心とした商業施設誘致の

要望がこれまで継続して出ている状況であり

ますので、飲食店単独という場合は、業態等

も含め再検討が必要になってくると思ってお

ります。 

 ただし、小売と飲食の複合施設なども候補

として考えられますので、今後、地元町会と

もより緊密な協議を持ちながら、インターの

設置も含め、商業施設の積極的な誘致活動を

進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 いずれにしても、商

業誘致も本当に長年かかっていて、いまだに

实現していない町の懸案事項であると思いま

すので、ぜひこのことについても早い時期に

何らかの確实なご報告が町民の皆様にできる

ように私も期待しておりますので、川口町長

を初め、副町長、そして皆さん、どうぞこの

こともよろしくお願いいたします。 

 最後に、総合公園内にドッグランを設置し

てはどうかという質問です。 

 近年、15歳未満の子供の数よりも犬や猫な

どのペットの数のほうが上回ったという報道

がありました。まさに今はペットブーム。各

地の高速道路や道の駅、また民間などでもド

ッグランの設置が増加傾向にあります。近隣

市町村でも、かほく市の高松インターの道の

駅に、つい先ごろ、最新のドッグランが開設

されました。 

 ドッグランには、家族連れや恋人同士、ま

た最近ではシニア世代のご夫婦などさまざま

な人たちが訪れています。ペットを通じて知

らない人同士、世代を越えた交流ができるこ

とは、コミュニケーションが希薄になってき

ている現代に必要なコミュニティの場として

も必要であります。 

 総合公園には、現在ある野球場、テニスコ

ート、自転車競技場、温水プール、そして来

春完成予定のサッカー場、そして子供たちや

家族連れでにぎわう通称海賊船公園にバーベ

キュー場、これほどの施設や設備が１カ所に

集中している県内でも珍しい施設です。そこ

にドッグランが併設されれば、今よりもさら

に多くの人々が総合公園に足を運ぶことは間

違いありません。 

 ぜひ総合公園内にドッグランの設置をして

はどうかと考えますが、いかがでしょうか。

川口町長も大変愛犬家と伺っております。私

も犬が大好きでございますので、どうぞ愛犬

家の皆様にとって前向きなご答弁をお願いい

たします。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 お答えをいた
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します。 

 内灘町総合公園は、国の交付金を受け公園

整備を進めております。その事業計画の中に

は、今現在ドッグランは含まれておりません。

現時点で総合公園へドッグランを設置するこ

とは尐し難しいかなと思われます。 

 議員ご指摘のとおり、町内での犬の登録数

は増加傾向にあります。ドッグランへのニー

ズが高まっていることは認識をしております。

県内近郊のドッグランの中には、利用率が高

く集実能力が高い施設も多く見受けられます。 

 しかしながら、町内へのドッグラン設置に

当たっては管理面において検討をしなければ

ならない点も数多く、引き続き調査、研究を

進めてまいりたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今ほどのご答弁のと

おり、維持管理の問題やそのほかにもいろい

ろと課題はあると思いますが、町民の皆さん

はもちろん、人々の憩いの場になることは間

違いなく、また、今後の集実効果、経済効果

にも大きな影響を及ぼすものと思います。ど

うぞ引き続き前向きに調査、検討をしていた

だきますようにお願いいたします。 

 以上で私の北部開発の将来的ビジョンにつ

いての質問は終了いたしますが、夢を夢で終

わらせることのないように、そして本当に内

灘町の町民の皆様、そして北部地区の皆様の

悲願である北部開発が一日でも早期に、私た

ちの目の前に確かなものが手応えとしてあら

われるような取り組みをお願いしたいと思い

ます。 

 私は、今回この質問を一生懸命考えている

間、やっぱり北部開発が絶対に必要、そして

これが实現したらどんなに内灘町もすばらし

いものになるかと思ったときに胸がわくわく

しました。それはきっと私だけではないと思

います。内灘町民の皆さん、そしてとりわけ

北部地区の皆さんが、「ああ、よかった。川

口町長にこの町を託してよかった」と思って

いただけるような手応えのある、どうぞ实績

を残していただけますようにお願いをいたし

まして、私の質問を終わらせていただきたい

と思います。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田臣宠議員。 

   〔１番 太田臣宠君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 平成26年第２回内灘町議会定例会12月会議

において一般質問の機会を得ましたので、通

告に従い一問一答で質問させていただきたい

と思います。執行部の皆様におかれましては、

簡潔で明快なご答弁をよろしくお願いいたし

ます。 

 今回、私からは、継続的な公共事業確保に

ついてと、もう一つ、認定こども園について

の２点の質問をさせていただきたいと思って

おります。 

 まず１点目でありますが、継続的な公共事

業確保について質問させていただきたいと思

います。 

 内灘町の就業人口はサラリーマン家庭が大

半でありますが、農業者、漁業者、商業者、

建設関係等に携わっている方々も尐なくあり

ません。 

 町長の提案理由の説明でもあったとおり、

町長就任２年の間に、農業、漁業では、内灘

ブランドの確立に努め、元気内灘とれたて市

の開催、またピーナツ餅やラッキョウなどの

商品化に向けた支援策を打ち出し、商工業の

ほうでは、元気うちなだプレミアム付き商品

券への支援や、また住宅リフォーム事業を实

施し地域経済活性化にもつながっております。

また、建設関係においても、町民の安心・安

全のため、消防庁舎建設や消雪設備、石綿管、

道路改良などにもスピード感を持って取り組

んでこられたことには間違いないと思ってお

ります。 
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 そこで、幾つか質問させていただきたいと

思います。 

 まず、内灘町における過去の投資的事業い

わゆる公共事業でありますが、その予算の執

行状況はここ数年どのように推移しているの

か、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 公共事業には各種公共施設の建設工事など

幅広い範囲がありますので、土木費の工事請

負費の決算額等でご説明いたします。 

 平成24年度の決算額は１億5,037万6,800円。

幹線道路の舗装補修工事が主なものでござい

ます。 

 平成25年につきましては５億1,970万8,965

円。主な事業といたしましては、幹線道路の

舗装補修工事、橋梁補修、サッカー場の造成、

野球場の改修、霊園区画造成等を行い、対24

年度の3.4倍。 

 また、平成26年度の予算につきましては９

億2,910万円。冠水対策事業、消雪設備事業、

サッカー場整備事業が主な事業であります。

対24年度の６倍でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 最近、町全体の予算

も大きくふえ、また公共事業においては、今

ほど答弁でもありましたとおり、25年で５億、

26年で約９億、３年前と比較して６倍と大き

くふえているという答弁でありました。 

 町の財政状況も心配されるかと思います。

継続的な公共事業や町民サービスを提供して

いくためにも健全な財政運営が必要となって

くるのはご承知のとおりであります。 

 ここ２年、予算が大きくふえておりますが、

町の財政状況はどのように推移しているのか、

あわせてお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 地方公共団体の財政の状況を判断する上で

健全化判断比率が４項目定められております。 

 その中で、公債費の一般財源に対する割合

である实質公債費比率は、平成25年度決算に

おいて県平均が13.2％に対し内灘町は10.7％

であり、県内の自治体では４番目によい数値

でございます。また、将来負担すべき負債の

一般財源に対する割合を示す将来負担比率は、

県平均の82.1％に対し内灘町は18.3％であり、

県下で３番目によい数値でございます。 

 過去３年間の健全化判断比率につきまして

も、いずれの数値も国の基準を大きく下回っ

ており、内灘町の財政は健全であると考えて

おります。 

 歳入の根幹をなす町税や地方交付税の動向

は今後不透明であり、町民福祉の向上のため、

さらなる財政基盤の安定が不可欠でございま

す。今後とも、自主財源の確保に努めるとと

もに行政経営の効率化を図り、健全な財政運

営に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほどお聞きしたと

おり、県内でも实質公債費比率が４番目とい

うことでありますし、かなりうまいこと財政

のほうも今現在進んでいるのかなと思ってお

ります。 

 次に、川口町長が就任された２年前は、ち

ょうど民主党から自民党へ政権交代したばか

りであり、「コンクリートから人へ」という

民主党の政策が転換され、そのときの補正予

算で地方へも大きな予算がつきました。町長

や町執行部においても、そのときにはかなり

苦労し、予算獲得に慌てて奔走したことも記

憶に新しいところであります。 

 先般、国会でもまち・ひと・しごと創生法

が成立し、国の来年度予算から地方創生特別

枠が設けられるとも言われております。町と
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しても、しっかり準備し対応する必要がある

と思います。 

 この予算について、国、県へどのように町

として要望、また対応をしていくのかお聞か

せください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 先般、国会で地方創生の基本理念を盛り込

んだまち・ひと・しごと創生法が成立されま

した。これをもとに、人口減尐に歯どめをか

け、それぞれの地域で活力ある住みよい環境

を確保していくことが求められております。

今後は、国が目標や基本的方針等を総合戦略

として定めていくこととなり、その戦略に応

じたさまざまな施策が展開されてくるものと

思っております。 

 ご質問の予算面につきましては、今後、国、

県の動向を注視しながら情報収集に努めると

ともに、町の諸課題に対しこれらを積極的に

活用できるよう準備を進めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ありがとうございま

す。 

 国、県の動向をしっかり見きわめていただ

き、町の今後の事業展開にもしっかりとつな

げていっていただければ幸いかと思います。 

 今後も継続的な公共事業を行っていくこと

は、町民の安心・安全に直結し、また地域の

元気にもつながってまいります。来年度以降、

どういったことの継続的な事業を計画してい

るのか、尐しお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 新規事業につきましては事業内容等が確定

しておりませんので、継続事業等で来年度以

降の主な公共事業をご説明いたします。 

 石綿セメント管更新事業につきましては平

成30年度、消雪施設整備事業につきましては

平成28年度までの工事期間と考えております。 

 また、鶴ケ丘排水区の浸水対策につきまし

ては、事業認可変更を行い、平成28年度ごろ

から数年かけて雤水整備工事を行いたいと考

えております。向粟崎排水区につきましても、

鶴ケ丘排水区に引き続き浸水対策工事を行っ

ていく予定としております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 継続的な公共事業を

行っていけば町民の安全・安心にもつながり、

町の環境整備にもつながってまいります。今

後とも、しっかり事業の計画をまたつくって

いっていただければと思っております。 

 次に、元気内灘住宅リフォーム助成につい

てお伺いいたします。 

 この制度は、消費増税により地元経済が冷

え込まないようにと補正予算と合わせ総額

4,000万円の近年町になかった大型の事業で

あります。この事業によって、現金とあわせ

商工会発行の商品券を交付することで、地元

建設関係のみならず、商工会加入の皆様にも

経済対策につながったと、直結したと思って

おります。大変好評であったともお聞きして

いるところであります。 

 予算は総額4,000万円でありますが、現在の

予算の執行状況はどのようになっているのか、

お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 元気内灘住宅リフォームの予算執行状況に

つきましては、11月末で申請件数202件、補助

金の交付予定額は3,726万円でございます。ま

た、現段階での予算執行済み額は、現金及び

商工会共通商品券合わせて2,181万円を交付

しております。 

 以上でございます。 
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○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 また、現在までの１

件当たりの工事金額と、その工事の内訳につ

いてはどのようになっているのかお聞きしま

す。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 工事にかかる金額につきましては、１件当

たり約50万円から約800万円の契約がなされ

ており、平均約144万円の工事金額となってお

ります。 

 また、工事内容では、屋根の改修、外壁改

修が147件で約１億9,300万円、全体の66％を

占めております。浴审、台所の水回りの改修

が28件で約5,300万円、18.1％、内装改修では

20件で約3,600万円、12.5％となっております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 もう一つ、この事業

において町の経済効果は試算しているのか、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 現時点の経済効果につきましては、商工会

加盟事業者に発注されました202件のリフォ

ーム工事額の全体契約金額で約２億9,100万

円に加え、商工会共通商品券及び現金の交付

額2,181万円も経済効果につながっているも

のと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 元気内灘住宅リフォ

ーム事業は、今ほど幾つかお聞きしましたが、

全体で202件で工事が約２億9,000万、現金と

商品券を合わせて2,100万の経済効果がある

と。合わせて経済効果は３億円を超えるわけ

であります。4,000万円という大変大きな予算

であったわけでありますが、これだけの経済

効果を生んだことは間違いない事实であると

思います。 

 元気住宅リフォーム事業は、地域経済の疲

弊を解消するばかりでなく、町民の住宅の安

全対策にもつながり、町民からも大変喜ばれ

ております。 

 先ほどもご答弁いただきました予算ももう

底をつくこととなりますが、この事業の継続

については町はどのようにお考えになってい

るのか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 今回の元気内灘住宅リフォーム助成事業に

つきましては、消費税の引き上げに伴う景気

の腰折れを防ぐとともに、地域経済の活性化

並びに住宅環境の向上を目的に实施したもの

で、その目的は達成したと考えております。

したがいまして、本事業の次年度継続は現在

考えておりません。 

 今後も、国の動向や地域経済の状況、景気

の動向などを踏まえて、状況に対応した効果

的な事業を検討してまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 この事業は本当に即

効性があって、商工業者にも大変よかったか

なと思っております。 

 住宅リフォームも終了するということであ

りますが、近年ずっと言われ続けております、

きつい、汚い、危険ということで建設関係に

つく若者も減尐しており、また建設機械の操

作にたけた人材も尐なくなっているとよく伺

います。 

 今後も、こういう人材発掘のためにも、ま

た町民の安全・安心のためにも継続的な公共

事業の確保もそうでありますが、人材育成の

観点から地元の商工業が元気になることが町

の元気に直結していくわけであります。 
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 今後、町としての支援策とあわせて町の見

解をお伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 先般、内灘町建設業協会から災害時におけ

る応急対策活動に関する協力協定書の締結の

申し出がございました。このことも考えます

と、安全・安心のまちづくりを進める上では

地元業者の協力は不可欠であると考えており

ます。 

 私が掲げる明るく元気な町、誰もが住みた

い、住んでよかったと实感できるまちづくり

には、建設業や商工業、農業、漁業に携わる

方々が元気でなくてはならないと考えており

ます。 

 町といたしましても、健全な財政運営を図

りつつ継続的な公共事業を確保し、地元商工

業の育成支援にしっかりと努めてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今後も国、県との連

携も深めながらしっかりと事業展開、また行

財政運営もしっかりと行っていっていただき

たいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 次は、認定こども園についてお聞きします。 

 平成27年４月より、子ども・子育て支援法

の施行により認定こども園の移行が想定され

ます。町は、この移行についてどのように考

えているのか、また認定こども園を民間保育

園に推奨していくのかどうかお伺いいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 お答えをいた

します。 

 認定こども園は、幼稚園と保育所の両方の

よさをあわせ持った施設であります。各保育

園や幼稚園が認定こども園へ移行する場合に

は、施設と連携をとりながら円滑な移行を支

援してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町立の向粟崎、北部

保育所についてはどのようにお考えになって

いるのかお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町立保育所の

認定こども園への移行については、今後、社

会情勢や保護者が求める保育ニーズを十分注

視し検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今、地方での人口減

尐が今後顕著になっていくと他方で言われて

おります。内灘町での入所者の推移はどうな

っていくのかお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 昨年度实施し

ましたニーズ調査では、現在策定中の子ど

も・子育て支援事業計画において、今後５年

間は現状と同程度の需要（ニーズ）となって

おります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今後５年間は同程度

ということで若干安心はいたしますが、町で

も今後入所者の減尐も懸念されてくる時代が

来るやもしれません。 

 今後は、入所者が減ったときの保育所のあ

り方、また町立保育所も含め検討をしていか

なければいけないのではないでしょうか。町

の見解をお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町の方針とい
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たしまして、保育指針及び幼稚園教育要領に

基づいた保育、教育の实施に向けての指導、

各保育園と独自のサービスをするなど、保育

サービスの向上に努めてまいりたいと思いま

す。 

 児童数が減尐することにより、現在の保育

受け入れだけでなく、幼稚園教育も实施する

認定こども園に移行することも必要ではない

かと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 認定こども園に移行

していくことも必要と、民間、町立ひっくる

めて今後もしっかり検討をしていっていただ

ければいいということでありますが、認定こ

ども園移行について町も支援していくという

ことでありますが、認定こども園にすること

についてのメリットは何なのか、またデメリ

ットはあるのかお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 メリットにつ

きましては、保護者の就労状況が変化した場

合でも継続して施設利用ができること、教育

と保育の両方をあわせ持ったところがよいと

ころではないかと考えております。 

 デメリットについては、保護者には特にな

いと考えられますが、保育園には、職員の免

許などの資格の制限がかかることや、保育料

の徴収事務を行わなければならないことが主

だと思われます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほどの答弁でも、

保護者にはメリットしかないように聞こえま

したし、事務的で園のほうが尐し若干大変に

なっていくという答弁だったかと思います。 

 そこでちょっとお聞きするんですが、認定

こども園移行には、各保育園で移行時期にば

らつきが生じることも考えられます。千鳥台

幼稚舎については来年度から移行していくと

いうことをお聞きしておるわけでありますが、

認定こども園が、今ほどお聞きしたとおりメ

リットが多いということであれば、保護者は

どうしても認定こども園に入所させたくなる

のではないでしょうか。 

 仮に、移行しない、また移行がおくれれば

おくれるほど定員割れをする園も出てくるこ

とが懸念されるわけであります。民間が全て

移行し、仮に町立保育所が移行をしない、逆

に移行が遅くなるということになっていけば、

民間保育園が定員オーバーして認定こども園

に入所できないお子さんも出てくる場合も想

定されるのではないでしょうか。 

 この辺、町はどのようにお考えになってい

るのかお聞きします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 お答えいたし

ます。 

 認定こども園への入所希望者が定員を超え

る場合は、保育の必要性を優先的に調整する

ことになります。認定こども園を利用できな

くなることも想定されます。利用できない児

童については、他の保育園、幼稚園の利用と

なります。 

 入所者の推移でもお答えをいたしましたが、

当分の間、町全施設において定員割れは起こ

らないものと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 またばらつきが出て

こないように、町としてもしっかり調整のほ

うを行っていただければと思います。 

 認定こども園へ移行することにより、園、

町立保育所の職員の増員は必要となってくる

のかお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 認定子ども園
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に移行した場合、職員は幼稚園教諭免許、保

育士資格の双方が必要となり、「保育教諭」

と呼ぶことになります。免許資格取得の特例

により、保育士資格、幼稚園教諭免許のどち

らかを有していれば５年間は保育教諭とみな

しますので、平成31年度までは児童数に対す

る職員の増員はないものと考えております。 

 ただし、経過措置終了後には資格要件の特

例が外れますので、施設によっては増員も考

えられます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ５年間の経過措置が

あるということでありますので、その間にし

っかりとまた民間と一緒になって協議してい

っていただければいいと思いますが、仮に移

行した場合には幼稚園免許と保育士資格の両

方が必要になると今ほどもありましたが、現

在、町内の保育施設の資格取得状況はどのよ

うになっているのかお伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町内には、２

つの町立保育所と６つの私立保育園で保育士

資格を取得している保育士が188名おいでま

す。うち、幼稚園教諭免許保有者は153名とな

っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 かなりたくさん両方

取得されているということで安心もしますが、

仮に資格を取得する場合には、１年の間に何

回程度試験が实施される予定になっているの

か、また県内での取得は可能なのかお聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 通学制の場合、

試験实施は年１回で、通信制の大学では年何

回か試験があるとお聞きをしております。 

 また、県内の状況でありますが、現在、３

大学にて幼稚園教諭免許取得の特別講座が实

施されることとなり、受講希望者の取りまと

めを今現在行っている状況であります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 この資格を取得する

に当たっては時間も結構負担となってくるか

と思います。時間と費用についてどれくらい

の負担になってくるのかお聞かせ願えれば。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 新制度施行後

５年間の経過措置として、保育所及び幼稚園

における勤務経験を評価しまして、もう一方

の免許資格取得に必要な単位数等が軽減され

る特例制度があります。この制度を使った場

合、通学での受講の経費につきましては年間

約８万円ぐらい、また通信の場合は、各大学

によっては違いがありますが、約５万3,000

円から８万円程度で、それぞれ教諭免許の資

格取得に必要な８単位を取得することができ

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 先ほどの町立保育所

と私立保育所の資格所有、保育士が188、幼稚

園教諭が153名、両方を持っていないという方

を引けば35名ということになるわけでありま

すが、この方たちが資格を取得しに行く場合

に補助があるのか。また、一律の保育サービ

スを提供する上でも、町として補助の検討も

必要があるのではないでしょうか。 

 町としてどのようにお考えになっているの

かお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町といたしま

しては、現時点では資格取得のための補助等

については今考えておりませんけれども、資
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格取得のため保育サービスの低下にならない

よう、国の制度や県の動向を見据えながら町

独自の施策も視野に入れていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今後もしっかり動向

も見きわめながら検討していっていただけれ

ばと思います。 

 最後に、資格を取得しにいっている資格取

得中における保育園の人員確保についてお聞

きいたします。 

 資格を所有していない方が学校等に通い資

格を取りにいっている場合、保育の人員が不

足し、保育サービスの低下も懸念されること

になります。その期間の人材確保について補

助等あるのか、また町としてどのように捉え

ているのか、最後にお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 国、県では、

特例制度による大学等における単位修得につ

いて、夜間、通信等いろいろな方法を検討し

ている状況に今現在あります。 

 単位修得中の人員確保は、各保育園で創意

工夫により対応していただくことになります。 

 新制度において特例制度の詳細が提示され

ておりませんが、子育て支援を標榜する町と

いたしましては、各保育園や幼稚園等と連携

をとりながら、この新制度を円滑に進めてま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○１番【太田臣宣君】 終わります。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 皆さん、おはようご

ざいます。10番、清水文雄でございます。 

 通告に基づきまして一般質問を始めさせて

いただきます。町長初め執行部の皆さんには

積極的かつ明快な答弁をお願いをいたしたい

と思います。よろしくお願いをいたします。 

 まず初めに、里山海道の起点であるコンフ

ォモール内灘を道の駅にしたにぎわいづくり

について提案をいたしたいと思います。 

 大京開発が行われまして2007年11月23日に

オープンをしましたコンフォモール内灘。こ

れはかつてはＣゾーンにクスリのアオキなど

が入居していましたが、現在はこれも撤退を

し閉鎖されているのが現状でございます。 

 コンフォモール内灘の管理会社も、株式会

社大京からレンタル大手ゲオの子会社である

ゲオエステート、そして現在は、ゲオグルー

プから離脱した株式会社エスポアになってい

るようでございます。 

 コンフォモール内灘のにぎわいづくりに向

けたＣゾーン・クスリのアオキ跡地及び閉鎖

地の開発に向けた取り組みの状況は現在どの

ようになっているのでしょうか。お聞きをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 現在

の取り組み状況についてお答えいたします。 

 クスリのアオキ跡地を含めたコンフォモー

ル内灘の開発につきましては、現在鋭意情報

収集等を行っておりますが、具体的な出店の

方向には至っておりません。今後とも、土地

の所有者などと緊密な連携をとりながら、引

き続き、商業施設等の誘致に向け鋭意取り組

んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 まだ一向に進展がな

いということで、私もこの質問、何度かいた

しております。いつも一緒の答弁でございま

すけれども、そういう意味ではやっぱり考え

方そのものを考えていく必要もあるんではな

いかなというふうに思います。 

 時代とともに状況が変わってきているのが
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現实でございますし、その一つに里山海道の

４車線化、これが11月23日に完成をいたしま

した。この条件を有利に生かしていくことが

大事なんではないかなというふうに思ってい

ます。 

 県は、現在平面交差の千鳥台インターチェ

ンジを、交通量が増加をすれば立体交差にす

る計画があるというふうにお聞きをしとるん

ですけれども、その交通量等、条件の内容は

どのようなものがあるのかお聞きをいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 無料化によ

りのと里山海道の交通量は大幅に増加してい

るものの、のと里山海道から金沢市街へのア

クセスとして現在、清湖大橋、粟崎橋、金沢

港大橋、そして千鳥台交差点から内灘湊大橋

を通る４本のルートによって車の流れが分散

されており、周辺道路は新たな交通混雑は生

じておらない状況でございます。 

 今ほどご質問の立体化の条件についてでご

ざいますが、数値的に何台かということでは

なく、周辺地域の交通動態の変化などを見き

わめながら必要性について慎重に検討してい

きたいと伺っております。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 交通量は関係ないん

だというふうに言われますけれども、平面交

差ということもあるんですが、そういう意味

ではそこの里山海道の起点というのは、私た

ちが住む我が内灘町の、あの千鳥台インター

でございます。 

 この里山海道の起点となる千鳥台インター

周辺にコンフォモール内灘があるわけでござ

いまして、加えてあそこ一帯、我が町の象徴

であります全国に誇れる内灘海岸、さらには

内灘砂丘、そしてあの内灘闘争の遺跡として

米軍試射場の監視棟等があるわけでございま

す。さらには今、温泉施設やら宿泊施設もあ

るわけでございますけれども、この条件を生

かして、ぜひともこの里山海道の起点である、

この町の千鳥台インター、あそこのコンフォ

モール内灘というものを道の駅にしてにぎわ

いをつくっていくことも一つの方法であると

いうふうに考えるわけでございます。 

 道の駅、現在全国で1,040カ所あるというふ

うに、登録されているというふうに言われて

おります。利用者の休憩、情報提供、地域の

連携の場として、制度が始まって20年がたっ

て全国に広がっとるということでございます

し、当初はそこを通過していく、そして道路

利用者へのサービスというのが中心であった

というふうにお聞きしとるんですけれども、

最近では、農業や観光や、あるいは福祉、防

災、文化、そんな地域の個性や魅力を生かし

たさまざまな取り組みがなされているのが現

状でございます。 

 地域の活性化の拠点強化としてさまざまな

ネットワーク化も重視をされておりますし、

道の駅が開かれたプラットホームという特徴

を生かしてさまざまな連携を行っております。

そういう意味では、補助事業とはいっても、

借金である起債を起こして莫大な費用をかけ

て建設を計画する白帄台インターよりも、現

在あるものを生かして活用して、あるいは県

の事業を生かして町全体の活性化を図ってい

くことが、これからの時代として町政運営の

中で重要なんではないかなと。これは財政面

から見てもそんなふうに思うわけでございま

す。 

 町として、里山海道の起点である千鳥台イ

ンターのコンフォモール内灘を、観光を初め

宿泊施設やら温泉施設を活用した道の駅にし

て町全体のにぎわいづくりを進めることを提

案いたしますけれども、その考えはどのよう

にお考えなのかお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 
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○都市整備部担当部長【長丸信也君】 コン

フォモール内灘での道の駅の設置についてお

答えいたします。 

 現在、町では、道の駅サンセットパークを

設置し、道路利用者の休憩施設、地場産業の

振興発展、地域情報発信などの拠点として、

指定管理者制度を活用し管理運営を行ってお

ります。今後、道の駅は地域の拠点として、

さらなる町の観光、産業振興、にぎわいの創

出などを図る上で、道の駅の機能の強化、充

实が必要になってくるものと考えております。 

 今後、新たな道の駅の設置を検討する際に

は、のと里山海道千鳥台交差点周辺の交通環

境を見きわめ、コンフォモール内灘周辺一帯

も視野に入れ調査、研究してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 現在ある道の駅を生

かしていきたい、その後に千鳥台インターの

交通量、混雑度などを見きわめてやっていき

たいという答弁でございますけれども、現实

にコンフォモール内灘のＣゾーン、あそこが

空き地になってもう相当の期間が過ぎている。

一方では、あそこに千鳥台５丁目という住宅

開発も進んどるわけですよ。 

 やっぱり本気になって発想転換をして、千

鳥台インターを活用して道の駅などにして、

先ほど中島議員も言われましたけれども、ド

ッグランの設置も可能だというふうに思いま

すし、さまざまな活用ができると思うんです

よ。そういう意味では、ぜひとも前向きに、

積極的に町全体のにぎわいづくりという意味

で考えていただきたいと思います。 

 その点について答弁をお願いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 町の

にぎわい等につきましては、さまざまな考え

方がとられると思います。 

 今議員がご提案になりましたコンフォモー

ル内灘、それ以外にも総合公園、いろんなと

ころでのにぎわいというものを創出を考えて

いかなきゃならないというふうに考えており

ます。今後、そういったようなものを全て踏

まえた上で積極的に町の観光、そういう振興

発展に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひともコンフォモ

ール内灘、今あいています。空き地となって

いるＣゾーンの活用も含めて道の駅になって

いくように、そして町全体のにぎわいが創出

されるようにお願いをしておきたいというふ

うに思います。 

 ２つ目の質問でございますけれども、２つ

目の質問は、今のコンフォモール内灘の横に

ある、千鳥台５丁目住宅地でございますが、

そことの関係もございます。内灘高校横の準

幹10号線の整備について質問をさせていただ

きます。 

 内灘高校横の準幹10号線、コンフォモール

内灘へのアクセスと同時に、千鳥台５丁目の

子供たちが清湖小学校へ通学するときの通学

路の安全・安心の確保からも重要だというふ

うに思います。この整備が重要だというふう

に思っております。 

 まず、この内灘高校横の準幹10号線の整備

に向けた用地買収。ずっと以前からその用地

買収がこの事業の開発に支障になっていたわ

けでございますけれども、その進捗状況とい

うのはどのようになっているのかお聞きをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 準幹10号線

の用地買収の進捗状況についてご説明します。 

 現在、道路計画用地の37％が取得済みであ

ります。残り５筆、２名の方が未買収となっ
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ております。そのうち１名の方は農業従事者

の方で、道路用地買収後の残地が農地を行う

には狭く、近くに代替地を希望されておりま

す。もう一人の方は、当該道路用地のほかに

周辺に農地を所有していることから、代替地

として提供してもらえないか、両者の調整を

現在図っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 私はこれまで議会の

一般質問でも、千鳥台５丁目の子供たちが清

湖小学校へ通学するのに、現在は千鳥台４丁

目の方向へ１回行って、そして３丁目の住宅

の中を歩いて上に上がって大回りをして通学

をしていると。そういう意味からすれば、児

童の清湖小学校への通学路を現在の遠回りか

ら、その内灘高校横の道路を整備をして、子

供たちの安全・安心を守るためにも準幹10号

線の整備を早急に行っていく必要があるとい

うふうにお聞きをしました。 

 今のその土地の買収の状況から考えれば、

整備に向けた計画というのはどのように組ま

れているのか、具体的にお答えをお願いをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 事業の整備

スケジュールでございますけれども、現在、

用地買収のほうを進めております。先ほど言

いました２名の方が代替地等の折り合いがつ

けば、その後に調査測量、そして实施設計を

行い工事に着手という運びになります。この

用地買収の進捗次第によりますけれども、現

時点では用地買収が完了した時点でその流れ

で進んでいきたいということで考えておりま

す。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 一向に具体的でない

わけでございますけれども、その必要性みた

いなものはやっぱり十分認識をしていただき

たいと思うんですけれども。 

 一方で違った方向からお聞きをしますけれ

ども、千鳥台５丁目、開発が進んで住宅がも

う満杯のような状況でございます。とりわけ

小さな子供を持った若い世代の方たちがあの

５丁目に多く住んでいらっしゃるわけでござ

いますけれども、その清湖小学校へ通学する

生徒の推移、まだ小さい子供もいらっしゃい

ますし、ここ何年間で小学校へ行かれる子供

たちもいると思います。現在もいらっしゃい

ますし。その推移について、町としてどのよ

うに把握をされているのかお聞きをいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほど清水

議員おっしゃいましたように、千鳥台５丁目

は若い世代の入居が多いことから未就学児が

多くおります。 

 児童数は、平成22年では３名でした。現在

は21名です。今後の推移としまして、住民登

録上ではございますが、平成30年には42名と

予想しております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 言ってみれば、あそ

こはたしか六十何世帯、六十数世帯の住宅開

発だというふうに思っているんですけれども、

そういう意味じゃ、その四十何名の児童の方

たちがこれからもその小学校へ通う。そうい

う意味からも、この準幹10号線の整備という

のはやっぱり急いでやらないといけないと思

うんですよ。 

 そういう意味じゃ、その用地買収が済んで

から、それは用地買収ができなければ事業を

スタートさせるわけにはいきませんので、そ

の計画をどのように組んでいるのかというこ

とをお聞きしとるんで、お答えをお願いをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 
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○都市整備部長【長丸一平君】 用地買収が

進まないと以後進まないわけでございますけ

れども、何とかその農地の代替地、希望者の

方と場所、面積等の折り合いがつくよう精い

っぱい努力していきたいと思います。 

 町としては、この用地買収が速やかに終わ

った場合、27年度までには全て用地買収を終

わらせたい。その後、28年度調査設計、29年

度以降には工事にかかりたいという目標は持

ってございますけれども、何せ用地買収とい

うのが一番大きな問題で、現計画では今ほど

述べたように、28年度に設計、29年度からと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 目標が、28年度設計、

29年度からということでございますけれども、

やっぱり早急に用地買収を進めていただきた

い。もう20年近くこの用地買収、なかなかで

きないということで来ておりますので、ぜひ

とも早急にこの準幹10号線の整備を進めるよ

う申し入れをしておきたいと思います。 

 次に、３つ目の質問に移らせていただきま

す。 

 来春、いよいよ北陸新幹線開業ということ

でございます。きょうからあと93日というこ

とでございまして、北陸新幹線開業に向けた

交流人口の拡大を図り地域の活性化を図るた

めの各自治体間競争、そして連携が一段と熱

を帯び、高まってきているのが現状でござい

ます。 

 町としておもてなしの取り組みを強化をし、

多くの方々が内灘町へ訪れて交流人口の拡大

によって町の活性化を図られることがこれか

らの課題であるというふうに、そのことを前

提にして質問をさせていただきます。 

 町としても、これまでさまざまな北陸新幹

線開業に向けた取り組み、交流人口の拡大に

向けた取り組みをなされているというふうに

思いますけれども、どのような取り組みがさ

れてきているのかお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 交流

人口拡大への取り組みについてお答えいたし

ます。 

 平成26年度は、北陸新幹線金沢開業に向け

交流人口の拡大を目指した取り組みとして、

誘実イベントの開催や町の魅力発信などを行

ってまいりました。 

 具体的には、４市２町で構成する新幹線金

沢駅周辺地域連絡会において、金沢駅などで

開催された開業に向けたカウントダウンイベ

ントに参加し当町のＰＲなどを行っておりま

す。また、当町への誘実を図るため、富山市

で開催された旅行企画キャンペーンに参加し、

北陸３県の旅行会社に町の観光、魅力をＰＲ

しております。 

 加えて、かほく郡市の１市２町で、新幹線

金沢開業を機に首都圏からの誘実に向けバス

ツアーを企画しており、現在、専門事業者の

指導を受け、観光資源の洗い出しやルートの

設定などを進めております。 

 町では、町観光パンフレットを刷新し、石

川県アンテナショップや金沢駅の石川県金沢

観光情報センターなどに配布したほか、内灘

フィルムコミッションを立ち上げ、広く町の

魅力を発信しております。 

 食の魅力を発信するため、町商工会のミル

ク王国ウチナダ事業の推進、西荒屋営農促進

会のピーナツ餅、おいＣまち内灘のラッキョ

ウなどを町の特産品として開発支援も行って

おります。 

 これらさまざまなイベント開催や町の魅力

発信を通じて、交流人口の拡大に鋭意取り組

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 さまざまな取り組み
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が積極的に行われているということで、大い

に期待をしたいと思います。 

 ただ、これは以前、八田議員も質問をされ

ておりましたけれども、その北陸新幹線開業

に伴っての金沢駅での内灘町のアピールが不

足をしているんではないかという点でござい

ます。 

 今、どこの駅でも観光マップ、電光掲示板

用のものを作成をしたり、そしてそれぞれの

自治体のアピールを行っているわけでござい

ますけれども、そういうものを、やはり北鉄

金沢駅あるいは内灘駅にもその電光掲示板の

観光案内、観光マップをつくったということ

でございますから、そういうものをきちっと

設置をしてアピールをしていく必要があるん

ではないかなというふうに思います。 

 いろいろな設置の仕方があるというふうに

聞いています。例えば、観光協会がその掲示

板を設置をしたりしているところも实際に私

も見てきていますし、そういう意味ではいろ

いろ連携をしながらやっていく必要があるん

ではないかなというふうに思います。 

 その点について、一方ではおくれている面

ではないかなというふうに思いますので、北

鉄金沢駅あるいは内灘駅でそういうものを設

置していく考えはないのかお聞きをしたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 観光

マップ等の設置についてお答えいたします。 

 観光マップの看板につきましては、現在、

内灘駅の駅舎の前に町内の観光場所、施設な

どを掲示した看板を設置しております。 

 議員ご指摘の北鉄金沢駅の改札口付近は、

もてなしドーム地下広場として年間を通じさ

まざまなイベントが開催され、また地下道と

して大勢の方が訪れております。 

 この場所での内灘町の観光マップなどの看

板設置につきましては、当該施設を所有、管

理している関係機関と協議が必要でありまし

て、今後、調査、研究をしてまいりたいと考

えております。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 やっぱり北鉄金沢駅

のところが一番有効だというふうに思います

し、そういう意味では、関係団体と連携をし

ていくというふうに答弁があったわけでござ

いますけれども、やっぱり金沢市などとの連

携を強めていっていただきたいなというふう

に思います。 

 北陸新幹線、金沢市に金沢駅があるわけで

ございますから、そこからどう分散をしてい

くかというのが、ここは大きなポイントであ

るというふうに思います。そういう意味では

内灘だけがやろうと思ってもなかなか困難な

面があると思いますので、金沢市、先ほどは

かほく市ともバスツアーなんかも企画をしと

るということでございますので、そういう意

味じゃ広域連携をより強めていただいて、ぜ

ひとも掲示板設置を推進をしていただきたい

と思います。答弁をお願いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 先ほ

どお答えしたとおり、金沢駅周辺の北鉄金沢

駅に設置につきましては、あそこの場所につ

きましては金沢市も当然絡んでおりますし、

関係している、そういう管理運営している会

社もございますので、そういうところと連携

をとって实際にどういう看板が設置が可能な

のか、そういうことも話し合いをもちまして

協議、検討していくということで今後調査、

研究を進めてまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 冒頭申しましたよう

に、開業まで93日というふうに迫っておりま
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すので、早急に検討をしていただきたいと思

います。 

 続いて、４つ目の質問でございます。コミ

ュニティバス「なだバスナディ」の充实につ

いてお聞きをいたします。 

 ご存じのとおり、コミュニティバス「なだ

バスナディ」年間の利用者は、25年度で12万

3,951人、21年度から５年間を見ても年間約12

万人の方が利用されております。高齢者を初

め移動の手段を持たない、いわゆる交通弱者

と言われる方々にとってはなくてはならない

交通機関として町民の中に定着をしていると

いうふうに言えると思います。 

 同時に、それだけに、便利で活用されてい

るこのバスに対して町民の声は「もっとコー

スをふやしてほしい」「走っていないところ

を走らせてほしい」あるいは「運行間隔を短

くしてほしい」など、そういう声を耳にする

わけでございます。 

 そうした立場から、コミュニティバス「な

だバスナディ」のさらなる充实に向けて、町

の考えをお聞きをいたします。 

 まず、コミュニティバス「なだバス」です

けれども、この年間利用者約12万人や乗車率

というのは、他の自治体のコミュニティバス

と比較をしてどのように評価がされ位置づけ

られるかお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 コミ

ュニティバスの利用状況についてお答えしま

す。 

 当町のコミュニティバスの利用状況につき

ましては、他の自治体と比較して、総人口に

対する利用者数や乗車割合は高い状況である

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 それは比較をしたこ

とがないということなんですか。 

 質問をしとるわけでございますから、具体

的な数字も含めてお願いをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 具体

的な数字を尐し申し上げましてご説明したい

と思います。 

 まず、内灘町の年間利用者数は、先ほど議

員も申されたとおり12万3,951名の利用者が

ございます。総人口２万7,058人に対して、乗

車割合にいたしまして4.58倍の割合でござい

ます。 

 また一方、白山市におきましては、年間利

用者12万5,272名に対し総人口11万2,633人と

いうことで、乗車割合1.11倍でございます。

野々市市におきましては、年間利用者17万

9,321名に対し総人口５万539名でございます。

乗車割合3.53倍ということで、当町の乗車割

合につきましても最も高い4.58倍となってい

るものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ありがとうございま

す。 

 そういう意味じゃ県内でトップクラスの人

口に対する利用者割合ということで4.58とい

う数字でございます。 

 それをやっぱりさらに充实していく必要が

あるんではないかなというふうに思いますし、

ほかのまちの人が来ても、やっぱりなだバス

は非常に目立つ、走っている格好がいい、そ

んな評価もされておりますし、先ほども申し

ましたように、北陸新幹線開業の中で２次交

通としてコミュニティバスの活用あるいは充

实というものも求められているというふうに

思います。 

 さまざまな状況の中でコミュニティバス

「なだバス」をさらに充实をさせていくには、
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現在の２台での運行では対応ができないので

はないか。これは以前質問させていただいた

ときも述べていたわけでございますけれども、

２台ではやっぱり限界があるというふうに、

誰が見てもそのことが明らかでございます。 

 町として、コミュニティバス「なだバス」

の充实に向けて今後どのように対応をしてい

くのか。増車、２台をさらにふやしていく計

画及びコースの増加等、今後の計画をお聞か

せをください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 当町のコミュニティバスにつきましては、

町民の皆様の大切な交通手段として多くの方

に利用していただいております。これまで、

皆様からのご意見などを踏まえ、三度のルー

ト変更を实施し、利便性の向上に努めている

ところでございます。 

 コミュニティバスの充实を望む声は町民の

皆様から多く寄せられており、私といたしま

しても町の重要課題の一つとして認識をして

おります。 

 現在、課題、問題点を整理するため基礎デ

ータの収集等を行っているところであり、今

後、アンケート調査を行うなど、町民の皆様、

議会の皆様のご意見を伺いながら、平成27年

度には増車、増便の有無を含め、運行ルート

や時間帯の見直し案をまとめてまいりたいと

考えております。その上で運輸局や警察との

協議、そして町地域公共交通協議会での審議

を経た後、平成28年度中には新しいルートで

の試行運転を行っていきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 27年度で計画を組む

ということで、28年度から新たな運行を進め

ていくということでございます。ぜひとも増

車に向けて、財政面もあるわけでございます

けれども、町民のやっぱり移動の権利なんか

も含めて、これから超高齢化社会と言われる

時代に入っていくわけでございまして、どこ

の自治体でもコミュニティバスの活用という

のがより必要になってくるだろうというふう

に思います。お願いをいたしたいと思います。 

 引き続いて、国の保育料徴収基準額改定に

伴う町の保育料徴収についてお聞きをいたし

ます。 

 先ほど認定こども園の質問もございました。

利用者にとって、やっぱり保育料の問題とい

うのが大きな課題になってきております。そ

ういう意味では、国が保育料の徴収基準額を

改定する、それに伴って内灘町の保育料の徴

収基準も改定がなされていくわけでございま

すけれども、その基準額はどのようになって

いるのかお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町の保育料の

徴収基準額についてお答えをいたします。 

 新制度における保育料（利用者負担額）に

つきましては、世帯の所得の状況を勘案しま

して、国が定める基準を限度として町が定め

ることになっています。 

 国は、負担額の算定を所得税額から住民税

額に変更し、現行の区分階層を基本に負担額

を設定したものであります。 

 町の保育料につきましては、国の基準、現

行の保育料を踏まえまして定めたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 国の新制度に伴って

その改定額、国の基準に合わせて所得税額か

ら住民税額に変更していくということでござ

いますけれども、具体的に町の保育料徴収基

準の改定（案）というのは、いつ議会に示さ

れて、町民に案内をするのか。 
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 町のホームページを見ますと、変更はしま

すということが書いてあるんですけれども具

体的な中身が載っておりません。やっぱりこ

れ、４月１日からやるんでしょう。そういう

意味ではやっぱり早急に進めていくべきだと

いうふうに思うんですが、そのことについて

どういう進め方をしていくのかお聞きをいた

します。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今現在、保育

料の徴収基準額につきましては策定中でござ

います。案がまとまり次第、議員の皆様にお

示しをしたいと考えており、１月中には提示

できるものと考えております。 

 また、町民の皆様には、決まり次第、広報、

ホームページ等で周知をしていきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 もう来年度の保育園

なりの入所募集が始まっているというふうに

思いますし、そういう意味では早急にその案

というものは基準を示していくべきだと思い

ます。 

 その中で議会の中でも議論をしていきたい

というふうに思いますけれども、議会も通年

議会をとっておりますので、別に１月とかと

いうこともないというふうに思います。利用

者の方々に不便をかけない、サービスを向上

させていくという意味でも、やっぱり早急な

基準案を示すべきだというふうに思いますの

で、その点について考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 先ほども申し

ましたとおり、今策定中でございます。 

 今１月と申しましたけれども、早急にでき

れば議員の皆様と議論しながらつくり上げて

いきたいと思いますので、早急な対応をして

いきたいと思っています。よろしくお願いし

ます。 

○10番【清水文雄君】 以上で終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午後０時02分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 12月議会で一般質問

を一問一答でさせていただきます。 

 きのうの10日、秘密保護法が施行されまし

た。何が秘密かまではっきりせず、個人の活

動も大幅に制限されることになるのではない

かと心配しています。この道はいつか来た道、

戦争へ続く道ということにならないように、

これからも声を上げていかなければと思って

いるところです。 

 では、一般質問をさせていただきます。 

 まず第１番目に、タウンミーティングや談

話审など、町民との情報交換の場をつくるべ

きではないかということを申し上げます。 

 25年度には、11月に区長、町会長さんと、

その後、女性部の皆さんを対象にしたタウン

ミーティングがありましたが、今年度は一切

開かれていません。昨年、１年前の12月議会

での私の質問に、町長は26年度も検討してい

るという答弁をしてくださっていましたが、

いまだ開かれず残念です。 

 今、その対話不足があらわれてきているの

ではないでしょうか。 

 高齢者スポーツ大会の開会の挨拶で町長が、
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ほのぼの湯の改築の件は進んでいるから安心

してくださいというふうなお話をされていま

したことにちょっと驚いたのです。町民の中

で「お風呂はどうなっとるがか」という声が

高くなってきていることを町長ご自身が感じ

ていらっしゃるから、あの場所でのあの説明

があったのではなかったでしょうか。 

 でも、知りたいのは高齢者スポーツ大会の

参加者だけではありません。町民みんなが知

りたがっているし、知りたいことはお風呂だ

けでなく、もっと幅広い町の将来から現在の

細かいことについてまでです。スポーツ大会

の参加者にしても、聞くだけではなく質問し

たいこともあったと思います。 

 午前中もここで活発に町の将来が語られま

した。そういったことを町のミーティングな

どで、やはり町民の方々にお話ししていただ

きたいと思うわけです。就任された直後にも、

タウンミーティングを開いて町民との対話の

場を持つべきだと申し上げましたが、町民に

は聞きたいことが今大分たまってきているの

ではないでしょうか。 

 町の方針を知らせると同時に、一般町民の

意見を直接聞ける大切な機会です。タウンミ

ーティングや町長談話审の開催について、町

の見解をお伺いします。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまのご質問

にお答えをいたします。 

 町長の就任初年度に当たる昨年は、町全体

の現状や直面する諸課題等を把握しこれから

の町のビジョンを検討するため、町会区長会、

町商工会、町女性団体連絡協議会及び北部地

区にお住まいの方々との懇談会を開催いたし

ました。 

 町長は、町民の皆様との触れ合いを重要視

しております。各種イベントや各町会、区会

等の行事に積極的に出席をいたしまして、時

間の許す限り、町民の皆様と親しく直接対話

することに努めております。 

 大きな会場での懇談会的なことも必要かも

しれませんが、より身近に町民の皆様と膝を

突き合わせお話ができるよう座談会形式のよ

うな機会があってもいいのではないかと考え

ております。現在、早期の開催に向けて企画

を練っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 それはもうミーティ

ングであれ座談会であれ結構だと思います。 

 ただ、先ほども申し上げましたように、昨

年、26年度もミーティングとかそういったも

のをやっていきますと、検討してますという

お返事でした。ですから、もう尐しはっきり

といついつ予定していますというお話を聞か

せていただきたいと思いますが、いかがです

か。 

 それからもう一つ、一般質問で取り上げた

そのときだけ、じゃ、開催しようかというの

じゃなくて、定期的にやっぱりこう回ってい

くような期間、期限をしっかりと定めたよう

な、そういう座談会であれミーティングであ

れ、そういったものを設定していくべきでは

ないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今後の予定でござ

いますけれども、企画が固まり次第、早急に

お示ししたいと思っています。基本的には今

年度中に開催したいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ですから今年度中に

していただけるということはわかりました。 

 けれども、こうやって一般質問で取り上げ

て急いでするのではなくて、定期的にきっち

りと定期的なものにしていくという、そうい

った考えはないのでしょうか。 
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○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 昨年实施いたしま

した。今年度も实施する予定であると申し上

げました。このように状況を勘案しながら、

そのときの状況に合わせて開催を考えていき

たいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、そのように前

向きに考えて、また必要に応じてしっかりと

開いていっていただきたいと思います。 

 では、次です。 

 町にはさまざまな委員会があり、その審議

の内容が町のホームページで公開されてきて

おりましたけれども、最近、ほとんどの委員

会がもう２年も３年も何か更新されないまま

になっている。町民の皆さんにまちづくりに

参加していただいている各種委員会ですが、

開催されていないのでしょうか、それとも報

告をしていないのでしょうか。どんどん住民

を巻き込んで町を元気にしていただきたい。 

 ホームページは町の顔ですし、更新が尐な

ければ訪問する数も尐なくなるのではないで

しょうか。公的な委員会については、しっか

りと内容をホームページで公表していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。今後

のホームページの活性化についてはいかがで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 町のホームページ

では、町民の皆様のさまざまな暮らしの場面

に合わせた暮らしの情報や、町や町内施設か

らの情報、各種手続方法、業務案内等、町民

の皆様の暮らしに直結した情報を提供してお

ります。 

 また、町の各種委員会における会議・検討

内容も情報提供しておりますが、議員からの

ご指摘のありました件につきましては、情報

として提供をすべきものは速やかに提供する

よう既に関係部局へ指導いたしております。 

 また、今後の町のホームページの活性化で

ございますが、より住民の皆様に身近で興味

の持てる内容になるよう、今後とも努力を重

ねていきたいと考えています。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、このホームペ

ージの件も取り上げたら指導して更新すると

いうのではなくて、ちゃんと定期的に更新し

ていただくように求めたいと思います。 

 それから、男女共同参画まちづくり条例の

４割条項の精神にのっとった各種審議委員会

男女の比率、一番最初にお聞きしたときは、

ほぼ２年前にお聞きしたときは31％でした。

今、女性の割合はどのようになっております

か。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまのご質問

でございます。 

 内灘町におきまして、平成23年度、審議会

等の女性委員の比率は31.4％でございました。

現在、平成26年度の女性委員の比率は33.5％

と２％増加しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 努力していただいて

いるようで、ありがとうございます。 

 次は、ここのひな壇に座られる女性幹部の

ほうもふえていっていただくように希望いた

します。 

 では、この項は終わらせていただきます。 

 次は、内灘闘争跡地の町文化財指定の、何

度も取り上げさせていただいておりますけれ

ども、進行状況についてお尋ねいたします。 

 今回こそはぐんと前進した答えがいただけ

るのではないかと希望を持って、もう長々と

いろいろなことは申し上げません。６月議会
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でお聞きしてから県との交渉はどこまで進ん

だでしょうか。お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 県とは、当該県有

地の土地の管理委託契約を結ぶことで内諾を

得ております。現在、その契約内容について

最終確認を行っており、契約を交わした後に

町の文化財指定の手続を進めてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。 

 やっとここまで来ました。本当にうれしい

です。ありがとうございます。 

 そこで、平成26年度内灘町教育基本方針の

重点目標の中にも「ふるさとの歴史や伝統・

自然を守り、未来に繋げる教育活動の充实」

というふうな項があります。 

 内灘闘争に身を投じ、歌に詠んだ歌人で芦

田高子さんという方がいらっしゃいます。『歌

集内灘』の著者ですが、この歌集を立派に復

刻されたお身内の方から歌碑の建造の申し出

があります。このことは前にも申し上げまし

た。 

 町は土地の提供をして協力をするというこ

とをおっしゃってくださっているそうですが、

その方は、内灘闘争跡地の文化財指定に建設

時期を合わせたいと、首を長くして待機して

いらっしゃいます。 

 今ほど内灘闘争の土地の取得、そのほうに

は見通しがついて本当にありがたいことです

が、こちらのほうもぜひ同時に進めていただ

きたいが、いかがでございましょうか。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 芦田高子さんのお

身内の方が歌碑を建立したいという申し入れ

については、内灘の名をさらに広めるという

意味でありがたいことだと思っております。

今後、町有地内での建立に向けて、時期を含

めて協議を進めてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、よろしくお願

いいたします。 

 ふるさと内灘の歴史には３つのエポックが

ありました。平和の象徴であった粟崎遊園、

その平和が崩れた戦争の墓碑銘としての内灘

闘争、そしてその20年後に起こった火力発電

反対闘争。内灘はまさに時代の流れを先取り

し、時代をつくってきた村であり町でありま

した。 

 今まで町をリードしてきた方々は、賛成、

反対の立場を越えて、歴史を残すことに力を

注いでくださいました。そのおかげで風と砂

の館があり、訪れる方々が「この町がよくこ

れだけの資料を引き継いできていますね」と

賞賛してくださる内容の充实があるのです。

これからも故郷の歴史を守り、継承していっ

ていただきたいと願うものです。 

 ここで火電反対闘争についても資料が散逸

してしまわないうちに収集を始めていただき

ますようにお願いして、この項を終わります。 

 次は、来春定年を迎えられる部課長さんは

何人いらっしゃるでしょうか。以前も提案さ

せていただきましたが、部長制度を廃止する

方向で進めていく考えは町にはありませんで

しょうか。 

 先ほども今年度の予算の話が出ておりまし

たけれども、今年度は大変大規模予算であり

ました。この大規模予算に関連して、今まで

の行財政改革はどうなっていくのですかと３

月議会でお尋ねをいたしました。答弁として

職員の意識改革を進めていくというふうなお

答えをいただいておりますが、そのお答えに

準ずるものとして部長制度を見直す考えはな

いでしょうか。お伺いします。 
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○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今年度の定年退職

職員は、部課長で３名でございます。 

 また、部制についてでございますけれども、

現在、町は、地方分権の進展や地方創生、人

口減尐などの喫緊の行政課題に直面しており

ます。この課題に対応するためには、各課横

断的な各種の施策をスピード感を持って实施

する必要がございます。そのためにも部制は

当面維持すべきであるというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 当分このままでとい

うことですね。 

 では、次にもう一つ、町についてお伺いし

ます。 

 町の福祉になくてはならないものとして、

内灘町社会福祉協議会は地域に大変密着して

さまざまな取り組みをしています。皆さんの

熱意には、ただただ感謝あるのみです。 

 来年度はまた新しい取り組みも始まると聞

きますし、量的にも質的にも多様化している

社協の局長に専任の方を置くべきではないか

と思うのです。 

 以前のように公募するなり社協の内部から

抜てきするなりして、定着できる福祉畑の方

の配属をと思うのですが、以前、清水議員も

このことを取り上げておられましたけれども、

私もいま一度、今後の町の福祉の充实策の一

つとして、今後の社会福祉協議会のあり方に

ついてお伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今ほどの社会福祉

協議会の局長人事の件でございますが、社会

福祉協議会の人事権、人事については社会福

祉協議会ご自身が決定すべき事項でございま

す。したがいまして、この場での発言は適切

ではないと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 適当でないというの

はどういうあれかなというふうに思うんです

けれども、私は何年も前に、内灘町社会福祉

協議会の局長さんを公募すればどうでしょう

かという質問もさせていただいておりますし、

先ほど申し上げましたように、清水議員も同

じような質問をされていると思います。 

 とにかく社協が決めることだからというの

は、それはそれでわかりました。そういうこ

とですよね。社会福祉協議会が決めることな

のでここでの答弁は控えますと、そういうこ

とですね。はい、わかりました。 

 とにかく、でもそういう方向で町がまた助

言、アドバイス、そういったことをしていた

だければなと思います。お願いしておきたい

と思います。 

 11月４日、東京大学の大学院の牧野篤教授

と研究グループが町との共同研究事業の報告

に来られました。これは内灘町の全国的にも

珍しい１町会に１公民館という地域資源と東

京大学の持つ知的資源とが協力し合う、また

とない事業だと思いました。 

 この１町会１公民館というシステムは、内

灘町の誇るべきものとして先人がつくり上げ

育ててきてくれたものです。これを受け継い

だ私たちは、このシステムをさらに充实させ

て、これからの長寿の社会を乗り切るために

未来の世代に受け渡していかなければならな

いと思います。どんなに頑張っても、やはり

高齢者がふえて尐子・高齢化は避けられませ

ん。この公民館システムをしっかりと築き上

げ、維持していくこと、それがこれからの内

灘町の長寿社会を豊かに乗り切っていくこと

ができる一つの大切な方法ではないかと思い

ます。これは内灘町民の实生活を向上させる

ばかりではなく、内灘町民の誇りづくりにも

つながる事業となります。 
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 ところが、地域づくりは住民と行政との協

働が基本であるけれども、この東京大学の11

月４日の報告会は広く一般町民に公開される

ことがなかったようで、区長、町会長や公民

館長、役員さん、主事さんという限られた範

囲の方だけがいらっしゃっていたようでした。 

 東京グループが通った向粟崎地区の方は、

大変示唆に富んでいてよかったというふうに

評価されていました。今後、この事業の報告

会を行う場合には、できる限り広く町民に公

開し全町に広げていくべきだと思いますが、

その考えはいかがでしょう。事業の継続を希

望している町会もあると聞きますが、継続に

ついてはいかがお考えでしょうか。 

 町に、１町会１公民館のこの東大の研究事

業を町民全体にどのように広げていくのかと

いうことと、継続をいかにお考えになってい

ますかということについてお伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 この事業は、ご案

内のとおり、公民館を活用した住民自治によ

る新しい社会づくりの内灘モデルの構築を目

指して進めてまいりました。今年度で３年間

の共同研究期間が終了しますが、今後は、３

つのモデル公民館で实施されたこの事業の成

果を生かし、地域にかかわるさまざまな立場

の住民が主体性を持って各公民館を拠点とし

た活動を企画、運営し、特色ある公民館活動

に取り組んでいくことが内灘モデルの具現化

につながっていくものと考えております。そ

のことがまさに継続であると考えております。 

 町といたしましても、これからの社会状況

に対応した地域コミュニティづくりに生かせ

るようサポートしてまいりたいと考えており

ます。 

 それから、今後どのように周知していくの

かということでありますけれども、前回はそ

の軸となる人々、もちろん各公民館から大勢

というか、館長さん初め来ていただきました。

これはあくまでも中間報告ということで、ま

だ継続の最中でありますので、最終年度に向

けてそういう周知、また皆さんに集まっても

らうような機会もつくってまいりたいという

ふうにも考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では次、白帄台のイ

ンターについてです。 

 私は、南部地区の人たちにも説明会をして

意見を聞くべきだと言ってきました。 

 町は、マスタープランに組み込んで町民に

示しパブリックコメントを求めると言ってい

ますが、ではマスタープランはいつ完成する

のでしょうか。 

 ことし３月の清水議員の質問に、今年度い

っぱいには基本構想を示すと答えていますが、

マスタープラン完成自体はっきりしません。

マスタープランに関係なく、早く全町的に意

見を聞き理解を求めるべき大きな事業だと思

いますが、いかがお考えでしょうか。いま一

度お伺いします。マスタープランと絡めてい

ま一度お聞きします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 南部地区に

つきましては、（仮称）白帄台インターチェ

ンジの接道関係地区でないことから、都市計

画マスタープランの地区説明会の中であわせ

て説明したいと考えております。主要事業に

ついて全て全地区に説明するということでは

なく、議会等にも説明しながら、必要に応じ

広報等で周知していくこととしております。 

 ご質問のマスタープランのスケジュールに

ついてでございますが、平成26年第１回定例

会で清水議員にもお答えしましたように、本

年度中に北部地区基本構想の策定を考えてお

ります。それらを内灘町都市計画マスタープ

ランの中で反映させたいと考えております。 

 マスタープランのスケジュールとしまして
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は、来年度、北部地区基本構想を織り込んだ

素案をつくります。それらについて住民説明

会やパブリックコメントを聞いた上で、町の

都市計画審議会を経まして策定されるもので

ございます。27年度末までにはマスタープラ

ンの策定を考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 来年度、基本構想を

まとめると言われて、そしてまた27年度中に

はマスタープランをつくるというふうに言わ

れたように聞きましたけれども、それはちょ

っとおかしいのではないんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 来年度、北

部地区基本構想を織り込んだマスタープラン

の素案をつくり、引き続き住民説明会に入っ

ていくということで、来年度、住民説明会に

入っていく予定です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 わかりました。来年

度ということですね。 

 タウンミーティングでなく座談会かもしれ

ませんけれども、そういったものも開かれる

ということですから、そこでまたそういった

話も出るかなと思いますので、町のほうで説

明をよろしくお願いしたいと思います。 

 もう一つ、インターをつくるというなら、

今、片肺ずつ別々につくるというふうな、そ

ういう案になっておりますけれども、片肺ず

つを別々に設置するよりも、今ある内灘イン

ターのところで金沢への乗りおりも、能登へ

の乗りおりも集中して一つでできるように、

統一してできるようにするほうが利用する人

は迷わないし、アクセスしやすいし、親切だ

と思うのです。 

 白帄台中央インターに、それでもやっぱり

中央がいいというふうにこだわるのは、やは

り近い将来、フルインターを目指しているか

らだと思うのです。实際、議会ではそのよう

な説明も聞いておりますが、住民への説明会

でもそういうことを明確にしておくべきでは

ないでしょうか。ハーフならばいいんじゃな

いかというふうに思っている方もいらっしゃ

るようなので、お聞きします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 11月14日に議会全員協議会に、また今月６

日に白帄台及び宮坂の皆様に、北部インター

チェンジの必要性、設置位置、インターチェ

ンジの形状等について町の整備方針をお示し

したところでございます。今後は、将来交通

量の推計や用地測量に進んでまいりたいと考

えております。 

 なお、インターチェンジのフル化につきま

しては現在考えてはいません。将来的にそう

いった声が上がってきましたら、手戻りとな

らないような計画としたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 手戻りにならないと

いうのは、もっともっと遠い将来のことだと

いうふうなことなんですね。 

 では、このインターに関してですが、もう

一つ、どれだけの人がどのように効果がある

のかというふうなことを考えるわけです。 

 将来的な効果、費用対効果をどのように見

積もっておられるのか、できるだけ具体的に

わかるように説明していただきたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 インターチ

ェンジを設ける場合は、地域の計画や広域的

な交通運用計画との関連のもとに、社会的、

経済的効果などを考慮して最も適切な位置に

設けなければなりません。議会全員協議会等

でお示しした計画につきましては、道路構造
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令というものがございます。その構造令の位

置選定基準に照らし合わせて今回の計画位置

が決まったものでございます。 

 今後、国の補助事業採択要望に向けて、数

値的裏づけのために将来交通量の推計、現地

測量を行い、その後に概算工事費が算定され

るものであります。その概算工事費が出た後

に対交通量との費用対効果を検討することと

なっております。そういったことから、現在

は費用対効果の具体的な数字は持ち合わせて

おりません。 

 今ほどインターの恩恵とおっしゃいました

けど、つまりインターの必要性につきまして

は、町としまして、南北の均衡ある発展、北

部地区の定住促進を図る上でも町全体に活性

化に寄与するものと考え、今回、計画してお

るものでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 この構造令ですか、

何か、ごめんなさい、聞いたことがないんで

すけれども。それによりますと、まだ先にな

らないとその費用対効果というものがわから

ないというふうなお返事でしたけれども、そ

の見通し、いつごろにそれがわかるのかとい

う見通しはどうなんでしょう。費用対効果が

全くわからないというのも、何かちょっと話

ししていく上で不安な感じがするんですが、

見通しはどうなんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 インターチ

ェンジを計画する場合、測量し、全て出して

費用対効果を求めていく方法もあるかと思い

ますけれども、通常、道路構造令というのが

ありまして、どこでもつくっていいわけでは

なく、先ほども申しました社会的、経済的効

果とか地域の計画がどういうことがあるんだ

とか、そういったものを総合して今回白帄台

中央というものを町として選定したわけでご

ざいます。 

 そういったことで、来年度、その測量とか

をやりまして、第３地盤高、そういった高さ

がわかるとどういう構造物が必要だというも

のが出まして概算工事費が出るものでござい

ます。 

 そういったことで、来年度、そういった測

量及び概算事業費の調査をすることとしてお

ります。 

○議長【夷藤満君】 費用対効果がどうなん

って言っとれんわ。 

○都市整備部長【長丸一平君】 補足いたし

ます。 

 その工事費と将来交通量というのも出しま

して、将来交通量に対してこの工事費との費

用対効果を算定し、国へ補助申請のときに数

値的裏づけとして提出するものでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、じゃ、将来的

な交通量と見合わせて費用対効果を出すとい

うことでしたけれども、その交通量を出すと

いうことは、将来どれだけ人がふえるかとか

定住促進とか言われておりますけれども、そ

ういったことも加味した上でその交通量がど

ういうふうになるかということを調査するわ

けですね。 

 単なる交通量の調査というふうに思わない

で、そういったにぎわいがどういうふうに創

出されるかということを含んだ交通量という

ふうに理解してよろしいんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 聞いとるんなら座って

ください。 

 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 近い将来じ

ゃなくて、平成42年という先を見据えた交通

量を出し、対工事費との費用対効果というも

のになります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 
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○11番【水口裕子君】 余りにもずっと先の

話で、何かそれでいいのかなという気がしま

すし、それからもう一つ、その交通量の中に

は、にぎわい創出とか定住促進とかそういっ

たことで人がふえるということも、もちろん

そういうファクターも入れた上での交通量と

いうことでよろしいんですね。 

 余りにもちょっと先のことですから、それ

以上、もっと身近なときに出せるような、そ

ういった資料というのはないんですか。それ

しか、平成42年にならないとそういったもの

がわからないわけですか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 将来交通量

を推計しないと、近い将来で計画して道路は

つくるものではなく、先ほど言いました平成

42年の将来交通量を見据えた費用対効果を出

すものでございます。社会的要件とかそうい

ったものも加味し、将来交通量を見込むもの

でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ちょっと何か余りに

も先のことで、私も今どう言っていいのかわ

かりません。とにかくまた委員会でもう尐し

詳しく教えてください。そんな先のことでわ

かりましたと言ってしまうわけにもいかない

んですけれども、とにかくちょっと、余り、

考えてもいなかった答弁だったのでこれ以上

どう言って、あれです。委員会でこの続きは

お話ししたいと思います。 

 では次に、11月２日と３日に、志賀原発の

過酷事故を想定した原子力防災訓練が行われ

ました。志賀原発の防災訓練は1992年に实施

されて以来何回か行われていますが、福島第

一原発事故後は、過酷事故は起こるというこ

とを前提にして、30キロ圏内の住民を30キロ

圏外へ避難させるようになりました。 

 けれども、皆様ご存じのように、志賀原発

は敷地内に活断層の存在を指摘されている専

門家もいらっしゃって、原子力規制委員会で

調査が行われている最中です。こんな状態で

ありながら再稼働を前提とした訓練を行うこ

とは、よく町長がおっしゃる住民の安全・安

心に目をそむけたやり方ではないかと、私は

怒りを抑えられないのです。 

 ことしも、前もって要請された一部住民の

参加で行われていますが、現实的には30キロ

圏内から避難してくるマイカーなどで、その

中をとても無事に彼らを避難させるためのバ

スが金沢や加賀のほうから能登の被災現地へ

たどり着けるとは思えません。 

 事实、私が聞き取り調査などに参加したと

きには、住民の多くの方が「現实にはバスな

どは当てにしていない。いざとなったら自分

で子供や家族を自分の車に乗せて逃げる」と

言っていらっしゃいます。当然だろうと思い

ます。 

 殺到してくる避難者の車で内灘町はあふれ

るでしょう。里山海道の終わりの終点地域と

して、内灘町の混乱は予想にかたくありませ

ん。事故が起きたら、ふだんの風向きは大抵

富山のほうに流れていることが多いので、内

灘方面に車が殺到してくるということは容易

に想像できることです。 

 このように想定される中で、内灘町原子力

防災計画をつくって初めての訓練でした。こ

の国の訓練に町はどのようにかかわられまし

たか。そしてその結果、今後に生かすべきど

のような教訓を得ましたか。お聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまの原子力

防災訓練についてのご質問でございますが、

北陸電力志賀原子力発電所の重大事故を想定

した今回の政府の原子力総合防災訓練は、原

則的には原子力発電所から30キロ圏内の地域

が対象地域のため、当町は直接かかわっては

おりません。 
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 感想はということでございますが、今回の

原子力総合防災訓練には、原子力発電所から

30キロ圏内の住民を初め、国や県、また富山

県などの約150機関、延べ3,740名が参加され

て实施されております。有事の際の意識づけ

という意味では一定程度の成果があったもの

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 町はかかわっていな

いというふうにおっしゃいましたけれども、

職員さんを、調査する県立看護大学とか県庁

とか、または金沢市の指定避難所、そういっ

たところに派遣するというふうなことはなか

ったのですか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今ほども申し上げ

たとおりで、うちの職員がかかわったことは

ございません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 前の調査というか、

前の訓練のときには、役場から県庁のほうに

職員さんが、見学というんですかね、状況を

見にいっていらっしゃったというふうに聞い

ておったように思いますけれども、そういう

ことは今まで一度もなかったんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 聞いたなら座ってくだ

さい。 

 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 以前の訓練とのか

かわりというのは、今現在、ここでは把握し

ておりませんけれども、今年度の訓練、今回

の訓練につきましては町の職員の派遣、それ

からかかわりはございません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 私、前、県庁に行か

れたように何か聞いたと思うんですけれども、

それはちょっと別にして。 

 とにかく、町でせっかく原子力防災計画ま

でつくりながら、国の避難訓練があったとき

に、やはり県庁に行ってそれを視察というか、

見学するなり、または何らかの形でこれがど

んなふうになるのか、今後、また来年も訓練

はあると思います。行ってみる、参加してみ

る、そういったことは考えられませんか。行

ってみるべきだと思うんですけれども。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 まず、町の地域防

災計画の内容と今回の政府が实施する防災計

画とは直接関係がございませんので、その辺

をご理解ください。 

 また、その参加範囲につきましても、实施

主体である国が県とご相談の上で決めたもの

というふうに理解しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 私は、町の防災計画

にそれが書いてあるから行けとか書いてない

から行かないでいいとか、そういうことでは

ないんです。町が原子力防災計画をつくって、

やっぱりそれに対して対応していかなければ

ならないと思っているのなら、せっかく国が

そうやって防災の避難の訓練をするのですか

らそれを利用させていただくというか、行っ

て、町民の安全・安心のためにどういうふう

な状況になっているのか把握しておくべきだ

と思います。 

 それについてはいかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいま申し上げ

たとおりでございます。国が实施する防災訓

練でございますので、その参集範囲というの

は国が決定すべきことであって、私どもの希

望とかそういったものは、現在そういうもの
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が反映できるかどうかもわかりませんのでこ

の場でのお答えはできないものであります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 非常に後ろ向き的な、

後ろ向きな発言だと思って遺憾なんですけれ

ども。 

 とにかく今、そこまで言い切られるのなら、

これ以上私が行け行けと言ってもどうしよう

もないことですけれども、本当に町民の安

全・安心を願うなら、それは県が望もうが、

国がどう言おうが、とにかく内灘町としては

町民のためにどんな状況なのか見せていただ

きたいんだと言えば、来るなとは言われない

と思います。ぜひとも来年度は行ってほしい

と思います。 

 では、次に移ります。 

 また、あってほしくないことです。あって

はいけないことです。でも緊急時にもしあれ

ば、緊急的なことがあれば、そのときに若い

世代へ配布するために備蓄されているヨウ素

剤をどのように配布するのか。町のマニュア

ルはどういうふうになっておりますか。 

 今回の国の訓練でも抜け落ちたものの一つ

が、どういうふうにしてヨウ素剤を配布して

いくのかという、これが国の訓練でも抜け落

ちていたというふうに聞いております。 

 福島を教訓にして、前もってしっかりとし

た配布の訓練が必要ですが、その点について

いかがお考えでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ヨウ素剤の配布の

計画と、それから訓練についてということで

ございますが、安定ヨウ素剤は医薬品である

ため、その具体的、現实的な取り扱いにつき

ましては十分な注意と配慮が必要でございま

す。 

 当町にも影響を及ぼすような原発事故が発

生しましたならば、内灘町地域防災計画にそ

の計画が盛り込んでございますので、その計

画に基づきまして、国、県や専門機関の指導

のもと、安定ヨウ素剤の服用に関し、パンフ

レット等を用いて、服用の目的、効果、服用

方法、副作用等の注意事項について説明し配

布したいというふうに考えております。 

 また、訓練でございますが、このヨウ素剤

の配布訓練に限らず各種の防災訓練全般につ

きましては、地域防災計画に基づきまして町

の防災会議に諮りなどしながら優先順位をつ

けまして、その内容、種類等について实施を

してきたということでございます。今後その

中で検討していくべき課題だというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 何か宝の持ち腐れに

ならないように前もって、医療的に危険だと、

そんなに危険だ危険だと言われるほどのもの

ではないというふうには聞いておりますけれ

ども、やっぱり医療事故があっては困ること

ですから、そういうことも含めて、住民の皆

さんに前もってどういうものかということを

お知らせしておく必要があると思うし、そし

てそれがどのようにすれば手に入るのかとい

うことを、その起こったときにどうのこうの

するというのじゃなくって、ほかの防災訓練

と同じように、これも訓練の一つにやはり入

れていくようにしていただきたいということ

をお願いして、質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ９番、能村憲治議員。 

   〔９番 能村憲治君 登壇〕 

○９番【能村憲治君】 ９番、能村憲治。 

 平成26年第２回定例会12月会議において町

政に対して一般質問を行います。通告に従い、

一問一答方式で行います。 

 私は大きな項目で、消雪整備の計画、そし

て街路樹、落ち葉の清掃、そして合葬墓計画

の進捗状況についてお伺いをいたします。 
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 まず、消雪整備計画を示せ。 

 私は過去10年以上にわたって、消雪、除雪

について一般質問をしてまいりました。平成

18年、22年、23年と続いて質問してきました

が一向に取り組む様子は見られませんでした。

また、休止している井戸を活用してはとの提

案にも、地盤沈下などを理由に取り組まれま

せんでした。住民の一部からは諦めのような

声が聞かれました。 

 さて、平成25年２月に川口町長が就任され

ました。町長初めての３月議会におきまして、

私は消雪装置の設置や休止井戸の活用をお伺

いをいたしました。具体的には、高齢化が最

も進んでいるアカシア地区の融雪であります。

道路幅も狭く機械除雪も困難であり、早急な

取り組みが必要であると要望をいたしており

ます。 

 町の答弁は、装置設置の順位は高齢化率の

高い地区を優先し、幹線道路、通学路、幅の

狭い道路など散水路線を決定する。また、補

正予算を計上し、休止井戸の能力調査及び老

朽化調査を進めるとの考えをお聞きいたしま

した。 

 そしてようやく今年度、アカシア団地の主

要道路の融雪装置が整備されました。また、

向陽台の主要道路、清湖小学校の通学路など

も整備され、融雪装置が着々と進んでおりま

す。一方、県道においても、松任宇ノ気線の

向粟崎から大根布地区の融雪整備が予定した

区間をはるかに延長しながら、完成時期を前

倒しして進んでいると伺っております。川口

町長の公約事項の有言实行、そしてスピード

感ある対応と同時に同町県議との密接な関係

がうかがわれ、今後の町の発展が大きく期待

できると感じております。 

 ところで、今月、12月５日夕方からの雪が

７日まで継続的に降り続き、積雪も多いとこ

ろでは45センチを超えたと聞いております。

７日の日曜日は、各世帯、重労働の除雪作業

となったわけであります。一方、町は早朝か

ら町内一斉除雪を实施し、翌日、日曜日の通

勤通学に支障がなかったと聞いております。 

 さて、さきのように装置設置が進んでいる

中ではありますが、私から３点についてお伺

いをいたします。 

 まず１点目、整備計画ですが、準幹１号線

についてお聞きをいたします。この道路は夕

陽ヶ丘苑から千鳥台まで続いております。ハ

マナス地区まではハマナス団地の完成と同時

に整備されておりますが、その先からは整備

がされておられません。準幹１号は当町の主

要道路でもあり交通量も多くなってきている

ので、整備が必要かと考えます。また、鶴ケ

丘西４号線、鶴ケ丘西２号線におきましても

当町の重要な路線となっておりますので、整

備が望まれると思います。 

 これらを含む今後３年間の整備計画をお伺

いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えをい

たします。 

 これまで多くの町民の皆様からご要望いた

だいておりました消雪施設整備につきまして

は、上水道の休止井戸と既設消雪井戸を活用

し、どの路線の整備ができるか検討を行って

まいりました。 

 平成25年第４回定例会総務産業建設常任委

員会におきましてお示しました消雪整備計画

では、幹線・準幹線、坂道、通学路として利

用頻度の高い道路等を施行箇所と決定し、千

鳥台、向陽台、アカシア、鶴ケ丘、大清台、

大学２丁目、白帄台、西荒屋地区について整

備することといたしました。整備に当たりま

しては、国の交付金を財源とし实施すること

から、事業費を平準化し３カ年事業として計

画をいたしました。 

 今年度につきましては、アカシア、向陽台

の２地区を整備いたします。また、準幹１号

線、鶴ケ丘西２号線、鶴ケ丘西４号線につき
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ましても、消雪整備計画では整備路線として

位置づけられておりますので、来年度から２

カ年事業として整備したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 次に、今年度实施し

た工事距離はどれくらいになるのでしょうか。

また、今年度整備された装置を合わせると、

融雪装置は町道の何％されたことになるので

しょうか。お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 今年度は、アカシア地区、向陽台地区を合

わせると1.6キロメートルの施工延長を实施

する予定でございます。 

 消雪配管延長は、平成26年度整備分を含め

て約31.6キロメートルとなり、町道全延長

150.6キロメートルに占める割合は約21％と

なります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 何回も申しわけござ

いません。 

 そうすると、今後、町道に対して何％をめ

どに進めていこうとしている予定なのか、そ

のあたり伺っておきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 平成27年度以降の消雪整備延長は約６キロ

メートル、消雪延長合計で約37.6キロメート

ル、全町道に対する消雪整備率は約25％とな

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 融雪についての最後

の質問です。 

 内灘町にはまだ四、五本の休止井戸があり

ますが、これらの井戸も消雪整備に利用する

考えなのでしょうか。お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 これまで水道水源の休止井戸は10本ござい

ました。 

 そのうち２本は既に消雪井戸として利活用

しており、消雪整備計画の４本を加えると６

本の休止井戸を活用することになります。 

 残りの４本の休止井戸につきましては、昭

和40年代に掘られたものや浅い井戸で水量が

尐ない井戸のため、消雪への利活用は難しい

と判断をしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 それでは、街路樹の

落ち葉の清掃についてお伺いをいたします。 

 当町の街路樹には、主にイチョウ、ケヤキ、

タイワンフウなどの広葉樹が植えられており

ます。これらは植樹してから既に20年から40

年過ぎており、巨木化している樹木も見られ

ます。 

 さて、これらの樹木の落葉する時期、つま

り10月下旪から12月上旪まで、住民は毎日清

掃をしているのが現状であります。「落ち葉

の掃除が大変で、いっそのこと樹木をなくし

てほしい」といった声まで聞かれるのであり

ます。 

 ９月議会におきまして、私はリサイクル当

番が高齢者の負担になっていると申し出まし

た。今回の落ち葉清掃も同様であります。年

齢による体力の低下などで落ち葉の清掃が非

常に負担になってきております。 

 町は18年前から、街路樹に面している住宅

にごみ袋を配布して清掃の協力を依頼をして

おります。住民は自宅前だけでも清掃をしな

ければと数十年にわたり協力をしてまいりま

した。 

 しかし、当町全体の高齢化率が22.7％、約
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５人に１人が65歳となっている現状を見ます

と、協力ばかり要請するのは無理なのではな

いでしょうか。 

 街路樹は道路附属物でありまして、行政が

管理すべきものであると考えます。 

 どのようなことでも同じだとは思いますが、

住民に協力を依頼してきた事業に対しては、

そのまま継続するのではなく、定期的に、あ

るいは状況の変化に応じて見直しが必要かと

思います。 

 当町においても苦情が届いていると聞いて

おりますが、町はどのように捉えているので

しょうか。また、今後どのように進めていこ

うと考えているのかお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 田中義勝都市建設課長。 

   〔都市建設課長 田中義勝君 登壇〕 

○都市建設課長【田中義勝君】 議員ご質問

の街路樹の落ち葉清掃についてお答えいたし

ます。 

 街路樹を設置している沿線住民の方々には、

毎年落ち葉の清掃並びに処分をしていただい

ており、大変感謝しております。しかし、そ

れらの落ち葉清掃が高齢者の方々にとって負

担になっていることにつきましては、十分認

識しており心配しているところでございます。 

 今後の町の方針ですけど、町といたしまし

ては、これまでどおり指定ごみ袋の配布とあ

わせ、適宜、街路樹の剪定作業を实施いたし

ます。 

 また、ご質問の高齢化に対する施策といた

しましては、迫りつつある高齢化社会に向け

て住民相互が協力し合えるような対策につい

て調査、研究してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 今からの調査、研究

というのは余りにもちょっとのんびりしてる

んじゃないかなと、このように思います。 

 街路樹が必要であることは、これはもう住

民皆さんの理解するところであります。ただ、

掃除をする身になる。やっぱり町は当事者の

方々の声もよく聞いてこれからの適切な処置

をお願いをしたい、このように思います。 

 次の質問に移ります。 

 それでは、３番目、合葬墓整備計画の進捗

状況についてお伺いをいたします。 

 近年、寺院のみならず自治体においても合

葬墓設置の取り組みが見られます。当町が今

回取り組めば県内初ということになります。 

 さて、合葬墓が広まってきた社会的な背景

には、核家族化や尐子・高齢化が挙げられま

す。子供のいない夫婦や単身者など、家族を

単位とした墓を維持していくことが困難にな

っている人々が増加しているということであ

ります。 

 また、合葬墓に関心を寄せている理由の一

つに、通常の墓地に比べて初期費用が安く済

む上に継続的な管理費などが発生しないとい

った経済的な利点が挙げられています。 

 このような一般社会側のニーズを受けて、

寺院では合葬墓を設置するところが出てきて

おり、東京や横浜、埼玉などの自治体でも合

葬墓が開設されてきております。さらに、近

年では他の自治体でも積極的に取り組んでい

る姿が見られます。 

 以前は、身寄りのない人々を埋葬するため

の墓といったイメージを抱かれがちでしたが、

今日では個々が自主的に選ぶ埋葬方法の一つ

となってきており、このことが合葬墓の普及

につながっていると言われています。 

 ところで、当町におきましても、昨年12月、

合葬墓アンケート調査を实施いたしておりま

す。調査対象は、50歳以上の単身世帯や夫婦

のみの世帯から抽出して行われました。調査

によりますと、回答数の34％が従来の家墓を

継承するのではなく合葬墓を希望していると

のことでありました。 

 町は、この住民ニーズに対応すべく、合葬

墓整備計画を立て、今年度、实施設計に取り
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組んでいると伺いました。 

 現在、その進捗状況はどのようになってい

るのでしょうか。具体的には次の４点につい

てお伺いをいたします。４点まとめて質問を

させていただきます。 

 まず１点目、建設の進め方、規模、そして

工事費用についてお伺いをいたします。 

 次に、住民が一番知りたいと思うところで

ある納骨堂や埋蔵审の使用料を幾らと想定し

ているのでしょうか。 

 ３番目、内灘町民に限定するのかどうなの

か。 

 そして４番目、受付開始は平成28年度から

と聞いていますが、完成はいつごろになるの

でしょうか。 

 以上の点についてお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 お答えいた

します。 

 建設の進め方、規模、そして工事費につい

てまずお答えします。 

 現在、实施設計を行っております。平成27

年度当初予算に工事費を計上し、夏ごろまで

には工事に着手したいと考えております。 

 構造、規模につきましては、鉄筋コンクリ

ートづくり、床面積約40平米でございます。

合葬墓の収容規模でございますが、納骨审に

約300体、埋蔵审に680体が収容できるスペー

スを確保したいと思います。建設費は、概算

ですが4,500万円と試算しております。 

 ２点目の納骨审や埋蔵审の使用料でござい

ますが、今ほど概算工事費で4,500万と出まし

たそれを納骨割合で割りかえ、現在のところ、

納骨审で10年保管後、埋蔵审いわゆる合祀を

するところへ移行するものについては13万

5,000円、１体につき考えております。直接埋

蔵审へ納骨される方については７万円と予定

しております。 

 それから、内灘町民に限定するのかという

ことでございますが、内灘町の世帯では、高

齢者単身世帯、また高齢者夫婦等がふえてき

ておることから、将来、墓の管理に不安のな

いよう、安心して申し込みができるよう町民

に限定したいと考えております。 

 ４点目としまして、28年度使用受付開始と

聞いているがということでございますが、現

在のところ、工事完成の翌年度であります28

年度受け付けと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 そうすると完成は、

予定より工事が早まるというように理解して

よろしいわけですか。平成28年度から受付開

始ということをもう一度確認したかったんで、

それでよろしいですかね。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 夏ごろから

工事に着手したいとは思います。完成は27年

度いっぱいまではかからないと思います。 

 今のところ翌年の28年度からというふうに

申しましたが、町民ニーズがあることを考え、

工事完成後、できるだけ早い受付ができるよ

う努めてまいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 能村議員。 

○９番【能村憲治君】 よくわかりました。

どうも。 

 私の質問を終わります。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 本日、傍聴の皆様方

には、長時間にわたりましてまことにご苦労

さまでございます。 

 議席６番、公明党、藤井良信。 

 平成26年内灘町議会12月会議におきまして

一般質問を行います。一問一答方式です。 

 公明党は、先月の17日、結党50年の佳節を

迎えたところでございます。そして次の50年

に向かっては、社会保障改革と地方創生を新
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しい国づくりの両輪とする一体的な社会構築

を目指しているところでございます。 

 一方、安倍政権がさきの国会で最重要課題

と位置づけをした地方創生関連２法は、11月

21日、衆院本会議で可決成立をいたしました。

この地方創生２法は、基本理念を定めたま

ち・ひと・しごと創生法と、活性化に取り組

む自治体を国が一体的に支援することの改正

地域再生法の２法でありますが、この法律の

いずれも年内中に施行がされます。 

 加えて、政府の骨太方針2014が示す、50年

後に１億人程度の安定した人口構造を保持す

るとの目的達成に向けた総合戦略の策定も国

でことしじゅうにまとめられ、2015年度から

５年間にわたり具体的なイメージが示されて

いくことになります。 

 そしてこの地方の再生というテーマこそ、

人口減尐問題、人口の東京一極集中問題の共

通理解に設定された著しい特徴であるかと思

います。 

 そこでお伺いをしたいと思います。 

 地方創生の指標とも言える国の総合戦略策

定について、町ではどのような対応をお考え

でしょうか。 

 また、市町村の地方版総合戦略の計画策定

は努力義務となることが盛り込まれますが、

そもそも地方創生の立法化は、将来の人口減

尐時代に向けて脆弱な自治体は淘汰されると

いうことからの立案であったように思います。 

 ここは自治体規模の大小にかかわらず、し

っかりと内灘町総合戦略の計画策定を導入す

ることで町の主張をはっきりと町内外に示し

ていくべきであると思いますが、町のお考え

をお示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 午前中の太田議員の答弁にもありましたよ

うに、まち・ひと・しごと創生法の成立を受

け、今後、国は目標や基本的方針等を総合戦

略として定めていくこととなっております。

その後、県の総合戦略が策定され、市町村が

それぞれ策定する場合には、国と県の総合戦

略を勘案して地域の实情に応じたものを定め

ることとなっております。市町村の総合戦略

には、地域におけるまち・ひと・しごと創生

に関する目標や、市町村が講ずべき施策に関

する基本的方針等が定められます。 

 当町といたしましては、これから示されて

くる国、県の総合戦略の内容を吟味し、内灘

町が将来にわたって魅力的で活力ある町とし

て維持、発展できるよう、今後、町の総合戦

略策定に向け積極的に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 加えまして、今ほどの地方創生に係る町の

具体的な事業計画の策定におきましては、行

政一般の事務的なデスクワークの姿勢では、

ほかの自治体からおくれをとってしまうとの

ことも考えられます。ここは町での重層的な

体制をお願いをしたいと思うところでござい

ます。 

 次に、日本全体で人口減尐が加速する中、

今ほども申し述べましたが、人口の社会移動

により人口が都市に集中し、地方では人々が

快適で安心して暮らしていくための基盤が失

われつつあるところでございます。そして将

来的には、医療、介護を含む十分な行政サー

ビスが提供できなくなることが予測されるな

ど、その影響が懸念されております。 

 そこで、一定の規模の中核性を備える中心

都市が近隣の市町村と連携して人口減尐に対

する、いわば地方が踏みとどまる拠点を形成

することが重要と考えられてきております。 

 また、総務省では、ことし８月、地方中枢

拠点都市圏構想推進要綱を発表し、27年度か

らは本格的な取り組みが推進されます。ここ
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は人口減尐社会への対策として大事なポイン

トであるかと思います。 

 そこでお伺いをしたいと思いますが、金沢

市を地方中枢拠点都市とする近隣市町との連

携と、圏域全体の将来像並びに圏域全体の経

済を牽引し、住民全体の暮らしを支えていく

ための連携協約の締結とのことがこれからは

求められてまいります。そこでこういった地

方中枢拠点都市圏の形成に係る進捗について、

町での認識と今後の取り組みでのお考えをお

伺いしたいと思います。お示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 この都市圏構想は国が本年８月に制定した

ものであり、その目的は、地方圏における中

心都市が近隣の市町村と連携して人口減尐に

対する、いわば地方が踏みとどまるための拠

点を形成することにあります。この圏域は、

中心都市と近隣市町村がそれぞれ議会の議決

を経て連携協約を締結することにより形成さ

れます。 

 圏域での取り組みとしましては、地域にお

けるにぎわいの創出や地域公共交通の強化あ

るいは道路等のインフラの整備等が考えられ、

それらに対しては国の財政措置も講じられる

こととなっております。本年度、全国では９

つの地域が先行的モデル団体として国の採択

を受けております。 

 石川県内では金沢市が拠点都市となる要件

を備えており、現在、金沢市と当町を含めた

周辺市町において地方中枢拠点都市圏につい

て鋭意協議を行っているところでございます。 

 これからの地方行政は、財政面等において

単独での公共施設の整備、維持やサービスの

提供には尐なからず支障が出てくることが懸

念されております。これに対応するためには、

柔軟で有機的な市町連携が有効な手だての一

つであり、その観点からも、今般国の示した

地方中枢拠点都市圏構想には今後しっかりと

取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、地域おこし協

力隊の導入をとのことからの提案でございま

す。 

 都市部の若者を地方の自治体が募集し地域

活動に従事してもらうという地域おこし協力

隊制度が2009年より開始され、この制度が今

徐々に全国に広がりつつあります。 

 ここでは、尐子・高齢化の進行や人口の流

出を防ぎ、また若者の定住促進策の有効な手

だての一つとして、無理なく隊員が地域に溶

け込み定住の流れが加速するよう、受け入れ

体制の強化が進められております。 

 そこでまず、この地域おこし協力隊につい

て町の認識はどのようなものか、概要をご説

明ください。 

○議長【夷藤満君】 中宮憲司地域振興課長。 

   〔地域振興課長 中宮憲司君 登壇〕 

○地域振興課長【中宮憲司君】 今ほどの地

域おこし協力隊に関する町の認識はどのよう

なものかということでお答えいたします。 

 地域おこし協力隊は、人口減尐や高齢化等

の進行が著しい地方におきまして、大都市圏

内の人材を積極的に受け入れ、地域の活性化

につなげていこうという取り組みでございま

す。市町村が募集し、有償で協力隊員として

委嘱することになります。石川県内では、七

尾市や輪島市など４市町が導入しております。 

 協力隊員には、一定期間、農林漁業の応援

や住民の生活支援など各種の地域協力活動に

従事していただき、その後、当該地域への定

住、定着を促進していくことになりますので、

地域おこし協力隊は人口減尐への対策として

有効な制度であると認識いたしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 総務省の地域自立応

援課というところからは、この地域おこし協
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力隊の定住状況などのアンケート調査結果が

出されているとお聞きしているわけなんです

が、どのような結果が報告されていますか。

内容などご説明ください。 

○議長【夷藤満君】 中宮地域振興課長。 

   〔地域振興課長 中宮憲司君 登壇〕 

○地域振興課長【中宮憲司君】 今ほどの総

務省で行ったアンケート調査結果についてご

説明いたします。 

 総務省では、地域おこし協力隊の制度を導

入している自治体に対し、昨年、定住状況等

に係るアンケート調査を实施しております。 

 回答のありました287団体によるアンケー

ト結果では、これまでに委嘱しました全体の

隊員1,139人の中で任期を終えました366人の

隊員につきまして、その８割以上が20歳から

30歳代でありまして、男性65％、女性35％と

なっております。隊員としての任期終了後は、

全体の約60％が当該地域に定住いたしており

ます。 

 制度を導入しました自治体のうち、全体の

約８割が「实施してよかった」と回答してお

り、また約７割が「今後も地域おこし隊を活

用する」と答えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 数字の上での詳しい

説明ありがとうございます。 

 今ほどの報告結果の内容を踏まえまして、

地域おこし協力隊の町での採用をここでは望

みたいと思いますけれども、町のお考えはど

うでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 中宮地域振興課長。 

   〔地域振興課長 中宮憲司君 登壇〕 

○地域振興課長【中宮憲司君】 町の考えに

ついてお答えいたします。 

 地域おこし協力隊は、アンケートの結果か

らも見ましても地域の活性化に一定の役割を

果たしているものと思います。 

 制度を導入する自治体としては、まず地元

のニーズを把握いたしまして、協力隊にどう

いった活動を求めるか明確にしておくことが

大切であり、また国から財政措置はあるもの

の、隊員の人件費等の支援面も考慮しなけれ

ばなりません。 

 地域おこし協力隊の導入につきましては、

今後これらの課題を整理し、先進自治体の事

例等も研究しながら検討してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどは地元のニー

ズというお話でございました。 

 そこで次に、ユリの球根栽培の提案とのこ

とからお伺いをしたいと思います。 

 ことしの６月会議の一般質問で私のほうか

ら冒頭、「ひとすじに百合はうつむくばかり

也」と加賀の千代女の一句をご紹介したとこ

ろでございましたが、早いもので、季節はも

う師走でございます。 

 实を言いますと、今回のこの質問はそのと

きから既にずっと温められ、今、ようやく日

の当たるところに芽が吹き出てまいりました。 

 そしてこの質問の趣旨は、以前に恩道議員

の一般質問で内灘放水路の掘り割り傾斜地を

コスモスやシバザクラでいっぱいにしようと

のお花畑構想の提案がございました。その後、

实際、多くの方々により整地や種まき、植栽

作業も行われ、視界も一挙に広がり、春にな

ると季節が感じられるほどにあたりの景色に

深みも出てまいりました。しかし、何せ敷地

が広いせいか、現状、なかなか町外から観光

実を呼び寄せ多くの人々に美しい感動を与え

るほどには、まだまだ時間と歳月がかかるよ

うに感じております。 

 そこで、恩道議員のこのお花畑構想に、こ

こは便乗をさせていただきたいと思いますが、

私が提案するお花畑構想は、实を言いますと、

咲いたユリの花は見るだけではございません。

内灘の厳寒の冬の間、砂丘の地中に埋もれる
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ユリの球根を大きく育て、春になったら大手

の問屋さんに出荷ができるとの考え方です。

今やユリの球根は、国内のみならず、海外か

らも引く手のあまたであるともお聞きしてお

ります。 

 着眼するところ、地元農産物の六次産業化

ということになりますが、そこで得た収入は

町の環境整備などの財源としても活用ができ、

また栽培に従事するボランティアの方々への

日当経費も充当できるようにシステムも組む

ことができるのではないかと思います。 

 それでは、どなたがリーダーとなり、この

事業の責任者となってユリ園の管理をしてい

くのかとのことが課題となってまいりますが、

そこは今ほども提案いたしましたところの地

域おこし協力隊員の若いパワーに活躍の場を

与えていくことで、向こう３年間、国からの

人件費に係る補助金も活用をすることができ

ます。 

 そこで最後にお伺いをしたいと思います。 

 目指すところ、北陸新幹線対応の観光スポ

ットとして名所づくりとのことからも、この

ユリ園の計画は進めてもよいような気がしま

すが、町のお考えはどうでしょうか。お示し

ください。 

○議長【夷藤満君】 中宮地域振興課長。 

   〔地域振興課長 中宮憲司君 登壇〕 

○地域振興課長【中宮憲司君】 今ほどのユ

リの球根栽培のご提案についてお答えいたし

ます。 

 ユリの根は水持ちがよく、日当たりがよい

場所であれば栽培可能でございますが、風の

強い場所には余り適していないと聞いており

ます。主に北海道で栽培されておりまして、

冷涼な気候でより高品質なユリ根を収穫でき

ると聞いております。 

 ただ、植えつけから収穫まで四、五年必要

なことから栽培用の土地の確保等の課題もご

ざいますが、内灘の砂丘地や河北潟干拓地で

の可能性や、また先ほど申しました地域おこ

し協力隊の導入も含めて、今後、関係機関と

連携を図りまして調査、研究してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今の冒頭から消極的

な、何か答弁だったような気がするんですよ。

それをどこで調べられたかも私もわかりませ

んけど。 

 専門的な業者の方とかそういう人の考え方

をお聞きしますと、ユリにもいろいろ種類が

あるんですね。それで中には、この砂丘で栽

培が最も適しているというご意見もあるわけ

です。そういった意味で、大手の問屋さんか

らもそういった意見なんかを私聞いておるも

んですからここで質問をさせていただいてお

るわけです。ですから、ぜひともより前向き

に、また、町長、ひとつよろしくお願いしま

す。 

 以上、終わります。 

○議長【夷藤満君】 答弁はよろしいですか。 

○６番【藤井良信君】 いいです。 

○議長【夷藤満君】 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 議席７番、恩道正博

です。 

 きょう最後の質問になりました。平成26年

第２回定例会12月会議に質問の機会をいただ

きました。通告に従いまして、一問一答方式

で質問を行います。 

 まず質問の１番目、新エネルギー・省エネ

ルギー設置補助金の見直しについて質問をい

たします。 

 省エネルギーや地球温暖化防止対策の一層

の推進を図るため、有効なシステムの設置に

係る費用の一部を補助することで内灘町の温

审効果ガス排出の削減を目的とした新エネル

ギー・省エネルギーシステム設置費補助金交

付要綱が平成17年７月に施行されております。 

 現在、その補助対象としては、１つ、太陽
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光発電システム、２つ目には小型風力発電シ

ステム、３つ目には太陽熱利用システム、４

つ目には電気を使ったエコキュート、５番目

にはガスを使ったエコジョーズ、６番目には

灯油を使用したエコフィール、７番目には間

伐材を用いたペレットストーブ、以上、この

７つが補助対象となっております。 

 近年、平成22年度から25年度までにかけて

の申請状況の結果を見ますと、太陽光発電、

エコキュート、エコジョーズ、この３つのシ

ステムが、件数では95％、金額ではほとんど

99％以上を占めております。これらの理由は、

省エネルギー、温暖化防止の環境性はもちろ

んですが、設置後の光熱費の削減につながる

経済性が大きな要因と考えられます。 

 最近の省エネ設備の中で家庭用蓄電池が出

てきておりますが、最近では電気容量の大き

い定置型が主流で、これまで産業用として使

用されることがほとんどでした。 

 近年の防災意識の高まりや省エネ推進の動

きから家庭用蓄電池が注目され、太陽光発電

や燃料電池と組み合わせる、いわゆる創蓄連

携システムということで大きなメリットがあ

り、エネルギーをつくる、電気をつくる、そ

して蓄える、そして効率よく使うスマートハ

ウスの核をなすシステムとして普及が進んで

おり、全国の自治体の中ではその設置に対し

て補助金を交付しているところがあります。 

 また、家庭で使うエネルギーを節約するた

めの管理システムとしてＨＥＭＳ（家庭用エ

ネルギー管理システム）も既に普及しており、

電気やガスなどの使用量を、モニター画面で

見える化や家電機器の自動制御を図ることで

10％以上の省エネを实現しております。 

 そこで、今後、時代の省エネ技術の革新の

推移を勘案し、家庭用蓄電池を含む蓄電シス

テムや蓄熱システム、ＨＥＭＳ（家庭用エネ

ルギー管理システム）などの新たな住宅用省

エネルギーシステム設置への補助金を検討し、

あわせて使用实績の尐ないものについては見

直す考えはないのかをお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘町では、地球温暖化防止の取り組みと

して、平成17年度から新エネルギー・省エネ

ルギーシステム設置費補助金を交付して温审

効果ガス排出抑制に努めております。 

 議員ご提案の家庭用蓄電池やＨＥＭＳと呼

ばれる家庭用エネルギー管理システムは、県

内では補助を行っている自治体はございませ

んが、県外では補助対象としている自治体も

あり、家庭用住宅設備として尐しずつ普及を

しております。また、家庭用蓄電池は停電時

でも使用できることから、防災面からも関心

が高まっております。 

 経済産業省の平成27年度概算要求の中でも、

省エネルギー対策の強化として家庭用蓄電池

の導入支援、普及拡大が掲げられております。 

 人にも地球にも優しいまちを目指す内灘町

といたしましては、国の補助に合わせた省エ

ネルギー対策として、家庭用蓄電池や家庭用

エネルギー管理システムに対して補助ができ

ないか、前向きに検討してまいりたいと考え

ております。 

 また、現在あります補助金のうち、申請件

数の尐ないものにつきましては、議員おっし

ゃるとおり、今後見直し作業を行っていきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ただいまの町長の答

弁で、この内灘町、特に今、北部で白帄台の

新しい住宅地ができております。そういうこ

とも含めまして、そういう新しいエネルギー

システムをぜひ内灘町でも検討し、エコのま

ちとしての一つの目玉としてぜひ導入のほう

を検討をお願いをしたいと思います。 

 次に、質問の２番目です。公共施設等の老
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朽化対策についてお伺いをいたします。 

 総務省から本年４月に、地方の厳しい財政

状況が続く中で、今後、人口減尐等により公

共施設などの利用状況が変化していくことが

予想されることを踏まえ、早急に公共施設等

の全体の状況を把握し、長期的視点を持って、

更新、統廃合、長寿命化などの計画を行うこ

とで財政負担の軽減、平準化するとともに、

公共施設等の最適な配置を实現するため、公

共施設等総合管理計画を策定する旨の通達が

石川県を通じて出されております。 

 そこで、その総合管理計画策定について、

町の取り組み状況をお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 町の取り組み状況

についてのご質問にお答えします。 

 公共施設等総合管理計画は、公共施設等の

老朽化の状況や利用状況、さらには維持管理、

更新等に係る経費及びその財源見込みなどを

把握、分析した上で、今後の管理に関する基

本方針を10年以上の計画期間として定めるも

のでございます。 

 現在、町では、公共施設の老朽化対策とし

て、平成19年度に内灘町耐震改修促進計画を

策定し、耐震化工事とあわせて改修を实施し

ております。 

 加えて、各施設の長寿命化計画等を策定し、

管理を行っているところでございますが、公

共施設の更新時期がいっときに集中して大き

な財政負担がかからないよう、総合的な管理

と計画的な施設更新が必要となってまいりま

す。 

 したがいまして、本町での公共施設等総合

管理計画は、全庁的な取り組み体制を構築し

現状分析を踏まえた上で、できるだけ早い時

期に策定しなければならないと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今の副町長の答弁で

は、今現在、一部、長寿命化も含めて取り組

んでいるということですが、この作成に当た

っては、たしか総務省のほうからも作成に当

たっての補助金も出ていると認識をしており

ますので、ひとつ早急に策定について取り組

んでいただきたいと思います。 

 それと、次に２つ目の質問ですけれども、

これらの町全体でのそういう公共施設等のも

のに関しては、管理等も含めておのおの、例

えば教育委員会とかいろんな施設に分かれる

でしょうが、基本的にはこの町での一元化の

管理といいますのは当然財政にもつながって

くると思いますので、そこら辺のところをお

伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ただいまのご質問

にお答えいたします。 

 具体的なインフラ整備の進め方につきまし

ては、公共施設等総合管理計画をもとに、町

民の安心・安全とサービス向上を図りながら

施設の更新、統廃合などを計画的に实施し、

統一的な、一元的な部署の管理のもと、公共

施設の最適な配置を实現してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 この当町におきまし

ても公共施設等に関しては、例えば文化会館

にしろ昭和50年以降の建物で、先ほど答弁で

ありましたとおり、耐震化も含め、そのほか

に建物の附属設備であります空調とか衛生、

照明等、いろいろとそういうものが含まれて

きますので、ぜひこの点もそういう中にも含

めまして作成に、ぜひ早急に計画を策定して、

町長が掲げます安心で安全な公共サービスに

努めていただきたいと思います。 

 質問はこれで終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 明日の本会議は午前10時から開き、引き続

き町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時24分散会 
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 日程第１ 

  町政一般質問 

   ４番 生 田 勇 人 

   ８番 北 川 悦 子 

   16番 夷 藤   満 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆さん、おはようござ

います。 

 傍聴席の皆様におかれましては、早朝から

本会議場にお越しをいただき、まことにあり

がとうございます。 

 本日は、町政に対する一般質問の２日目と

なります。 

 傍聴の皆様には、携帯電話の電源をお切り

いただき、議員が質問している際は静粛にし

ていただき、立ち歩いたり退席しないようお

願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、14名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、９日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問は、再質問を含め１人30分以内で、５

分前に呼び鈴で合図をいたしますので、ご容

赦願います。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ４番、生田勇人議員。 

   〔４番 生田勇人君 登壇〕 

○４番【生田勇人君】 おはようございます。

議席番号４番、生田勇人です。 

 平成26年内灘町議会第２回定例会12月会議

におきまして一般質問の機会を得ましたので、

通告内容に従い、一問一答方式にて質問をい

たします。 

 質問に先立ちまして、先般、12月６日に白

帄台公民館にて（仮称）白帄台インターチェ

ンジ説明会が白帄台、宮坂の両地区住民を対

象に開催されました。 

 私も地元住民として傍聴に行った次第です

が、多くの住民が４年前の説明会の不備を指

摘されておりました。今回の説明会では安全

面に対する不安、商業誘致への期待、そして

ハーフ・アンド・ハーフインターチェンジ機

能を利用して地の利を生かした魅力の発信な

ど多くの意見が出され、町側も丁寧に説明す

る、とても建設的な説明会であったと受け取

りました。 

 終了時には意図せず拍手が起こったことも、

この事業に対する住民からのご理解と受けと

め、町側には説明会で約束したとおり、今後、

計画進捗に当たり、各種調査内容、設計、安

全対策をその都度示し、住民の期待に応えて
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いってほしいと願います。 

 それでは質問に入らさせていただきます。 

 川口町長が内灘再生を掲げ初当選し就任し

てから、はや２年のいわゆる折り返し地点が

近づいております。 

 25年度当初予算こそ就任直後の義務的予算

編成でしたが、その後は、この約２年の間に

数々の選挙公約をスピード感を持って実行し

てまいりました。 

 先般審議いたしました25年度決算でも単年

度収支の黒字化、これは平成22年度の臨時的

収入などに頼ることなく単年度収支黒字化を

達成し、借金の減尐はもとより、財政調整基

金など今後のまちづくりに必要となるであろ

う小学校や温浴施設建設のための基金積み増

しも着実に実行されております。 

 確かに全国どこを見ても多くの自治体の財

政状況は厳しいものとなっておりますが、補

助金や有利な起債──借金ですね──を探し

出せば住民の期待に応えられることを川口町

政は実証しているのではないでしょうか。 

 そこで必要になってくるのが、町長が選挙

時に掲げた内灘再生の中の一つである県、国

とのパイプ再生であります。既に達成した公

約、まだ道半ばの公約はあると存じますが、

町財政の中で単独実行できるものもあります

が、その多くは県、国の支援なしには実現が

難しかったこと、そしてこれから難しいこと

も多々あるわけであります。 

 町長の公約どおり、県、国とのパイプ再生、

これは町施策にとってどのような支援が働い

たのか、なかなか町民にはわかりにくいこと

だと思うがゆえにお聞きいたします。 

 川口町政、県、国とのパイプ再生がこれま

で町にもたらした実績をお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 早速ではございますが、生田議員のご質問

にお答えをいたします。 

 今、地方においては人口減尐や高齢化が進

んでいく中、地方分権改革の推進により今後

ますます地域間競争が激しくなるものと考え

ております。本町が地域間競争に勝ち抜いて

いくためには、国や県との強いパイプを持ち、

さまざまな制度をうまく利用しながら早期に

事業に着手、着実に事業展開を図っていくこ

とが重要であると考えております。 

 国と県とのパイプ再生につきましては、初

めに人事面におきましては、副町長や教育長

人事について石川県から経験豊かで優秀な人

材を迎え入れるとともに、県市町支援課へ町

職員を派遣するなど、県との連携強化を図っ

ているところでございます。 

 また、公共事業の財源確保等に当たりまし

ては、地元選出の米田県議会副議長や石川県

選出の国会議員の皆様にご尽力いただいてい

るところでございます。特に消防庁舎の建設、

防災行政無線のデジタル化、向粟崎大根布区

間の大野川浸水対策、鶴ケ丘大根布区間の県

道融雪のほか、耐震性が低く老朽化が著しい

旭ケ丘公民館の改築など、町民の安心・安全

対策を重点に、事業実施に向けた財源確保に

ついて、国や県など関係機関へ働きかけてい

ただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 この２年間、パイプ

再生ということで大変多くの実績をお聞きす

ることができました。この町に暮らす私も一

住民でありますので、特に自然災害の多発す

る近年、安心・安全にこれからもしっかり取

り組んでいただき、町民の生命、財産を守っ

ていただきたいと願っております。 

 次に、これからの連携（パイプ）が必要と

なってくる重要案件をお聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた
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します。 

 今後の連携につきましては、かねてより町

発展の重要な鍵と位置づけております北部開

発関連事業を初め、高齢者の憩いの場として

の福祉センターほのぼの湯改築事業のほか、

仮称ではございますが、白帄台小学校建設事

業など、着実に事業展開を図っていくために

は、今後とも国、県との連携が必要不可欠で

あると考えております。 

 そのほか、昨日の一般質問にもありました

地方創生や防災対策、農業振興、商工業活性

化対策など、まちづくりのさまざまな分野に

おいてもこれまで以上に国や県など関係機関

との強いパイプを構築し、各種事業の推進を

図ってまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。 

 県とのパイプイコール知事とのパイプ、国

とのパイプイコール政権とのパイプでござい

ます。それぞれ町のため一生懸命汗を流す県

議会議員、国会議員との連携が求められてい

ることは言うまでもありません。細いパイプ

は目詰まりし、流れをとめ、破裂いたします。

約２年間で再生を果たしたパイプをさらに太

くすることこそ政治力であります。それが町

の発展へとつながっていくわけでございます。 

 国政選挙の後には統一地方選挙も控えてお

ります。しっかりと連携し、公約の実現とさ

らなる安心・安全、町民福祉の向上も実現す

ることを期待して、次の質問に移ります。 

 次に、夏期の学校での学習環境について質

問をします。 

 近年の地球温暖化により、夏季の温度は一

昔前とは違い、確実に高温化しております。 

 私たちが小さいころはよく家の中で遊んで

おりますと「外に行って遊んでこい」とか言

われたものですが、気温35度Ｃを超えること

が珍しくなくなってきている近年の夏季高温

化は子供を持つ親としては非常に心配なもの

で、一概に外に遊びにいけとは言えない状況

となっております。我が家でも、外出すると

きは水筒を持たせるなど熱中症対策をしてお

りますし、学校でも現在、夏季においては登

校時に水筒の携帯を認めております。 

 学校施設においても、年々暑さを増す教室

で汗を垂らしながら教師、生徒ともに学習に

取り組んでおり、暑くて勉強に集中できない

という声も聞こえております。 

 鉄筋コンクリートの建物は一般的に熱を蓄

えやすく、しかも外気熱に左右されます。冬

は冷却されますが、北陸地方でありますので

教室には過去より何らかの暖房設備が完備さ

れております。それで夏はといいますと、近

年の高温化によって建物に蓄積される熱に対

応できていない現状です。ややもすれば、教

室内で熱中症といったことも今後は予想され

るのではないでしょうか。 

 国が決めた学校環境衛生基準では、教室の

温度は夏は25度Ｃから28度Ｃが最も望ましい

とされていますが、当町において小中学校で

夏季の温度調査を行い、教室内が学習に適し

た環境であるかを把握しているのか、まずお

聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 継続的な夏季の室

内温度の調査は行っておりませんが、昨年の

９月に、17日、18日になりますけれども、学

校施設環境調査というものを実施しておりま

して、これは晴天の日でしたけれども、一部

の教室の平均値を測定をしております。たっ

た１日の調査の結果になりますが、低いとこ

ろでは24度、最も高い教室では31度という、

そのような結果が出ております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 １日の環境調査で温

度にもばらつきがあるということでございま
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したが、やはり７月入ってからとか９月入っ

て最初のほうとか、そういったものの調査も

しっかりと今後していっていただきたいと思

います。 

 文科省は近年の高温化対策として、平成10

年よりおおむね３年ごとに公立学校が設置す

る冷房設備について状況調査を実施しており

ます。この質問を行うに当たり調査したとこ

ろ、本年も状況調査を発表したとのことです。 

 全国的な設置率は、前回状況調査時と比べ

設置率が上昇しているのか。あわせて近隣の

いわゆる北陸地方や石川県内における小中学

校の教室冷房設備設置状況についてお示しく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 調査については、

来年度、ぜひ継続的な調査をやってみたいと

いうふうに思っています。 

 文部科学省がまとめた平成25年度末の公立

小中学校の冷房設備設置状況調査によれば、

普通教室、特別教室合わせた冷房設置率は全

国平均で29.9％でした。３年前の調査では

18.9％でありましたので、全国で11％上昇を

しております。 

 もう一つのご質問ですが、近県、県内の状

況ということですが、こちらは普通教室とい

うことでの設置状況になりますが、石川県で

は25.4％、富山県は12.0％、福井県は56.8％

でした。福井が大分高いです。 

 近隣の状況ですが、かほく市では２つの中

学校が冷房化が進んでおりまして、その影響

で26.2％、金沢市は0.9％、津幡町と内灘町は

ゼロということになっております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。 

 かほく市のちょっとすごい状況を聞いてび

っくりしておるわけでございますけれども、

あこは特例債でたしか中学校が新しくなった

と。新しい中学校にそういう設備を前もって

設置しておったということは、やはり先見の

明があるのかなというふうに感心しておりま

す。 

 全国的に見ても、前回調査の平成22年から

公立小中学校の教室では11％設置率が上昇し

ているということでございますが、この状況

調査結果を教育行政としてどう受けとめるか。

よりよい学習環境構築のため、町内小学校、

中学校教室へ冷房設備を設置する考えはない

かお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 議員ご指摘のとお

り、全ての学校においてよりよい学習環境づ

くりは言うまでもないことだと思います。 

 特に内灘中学校の場合は、南校舎にある特

別教室が構造上暑いという指摘もあります

し、また教室棟、新しい校舎のほうですけれ

ども、教室が廊下を挟んで２列に並ぶ配列に

なっているということでありまして、窓を開

けても風が通りにくいというような状況とな

っております。 

 以上の状況から、まずは内灘中学校の冷房

設備実現に向けて、できるだけ早い段階で整

備できるように取り組んでまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 できるだけ早い段階

にということで、前向きな答弁ありがとうご

ざいました。 

 内灘町では今現在、非構造部材の耐震化も

来年度に向けて取り組んでおられる中、まず

は中学校にということで前向きに検討すると

いう答弁でした。これは学力向上を図る意味

でも、冷房設備設置には大きな意義があると

思われます。 

 私がこの質問をするきっかけとなったのは、
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ことし、ホームセンターで尐し、私もちょっ

と冷房設備を探しておったんですけど、そこ

で町内の小学校の先生が教室で使用するため

の扇風機を品定めしておりましたものですか

ら、お話しする機会を得、夏の教育現場の現

状をお聞きしたからであります。 

 もちろん非構造部材の耐震化といった生徒

児童を危険から守る手だてが大事でございま

す。その諸問題解決のためには、また有利な

財源等々が見つかりましたら小学校への冷房

設備の設置を検討されることも希望いたしま

して、次の質問に移りたいと思います。 

 最後の質問として、（仮称）白帄台小学校

の建設、開校時期について質問をします。 

 白帄台地区へ小学校をという質問を平成23

年６月会議でさせていただきました。 

 当時、町側は児童数250名を目安とし、国の

指針である適正規模12学級から18学級とした

く、そのためには白帄台で740世帯が目安で、

世帯伸び率から考えると10年以内に建設が可

能であると推測し、宮坂区も通学区域に加え

た校区なら四、五年は建設が早くなるという

答弁でありました。 

 その後、通学審議会が１年の審議を経て平

成25年５月に答申書を町に提出しているのは

皆さんの知るところかと存じます。内容は、

宮坂、白帄台を通学区域とするとしておりま

す。当時は、議会文教福祉常任委員会でも児

童数の予想推移などが報告されておりました。

もちろん通学区域審議会でも、これは審議さ

れた事項かと存じます。 

 しかしながら、町の定住促進奨励金や消費

増税の駆け込み需要による住宅建設ラッシュ

で予想を上回る人口増加があったと見受けら

れますが、白帄台地区においての児童数の現

状は当時の予想と比べどうであるのか。あわ

せて、大根布小学校における宮坂、白帄台両

地区が占める生徒の割合と今後の推移をお示

しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 平成25年５月に答

申を出した通学区域審議会では、社会増も加

味した平成26年度の白帄台地区児童数の予測

を200名としておりました。 

 現在の大根布小学校全体の児童数は547名、

宮坂地区が44名、白帄台地区が予想どおり200

名で、全児童数に占める宮坂及び白帄台地区

の割合は約45％というふうになっておりま

す。 

 今後の推移といたしまして、２年後の平成

28年４月には両地区合わせて335名、平成30

年４月には両地区合わせて399名、大体６割ほ

どの割合になりますが、そういう予測を立て

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 やはり、今ほど答弁

ございました平成30年の予想として399名、ま

あ400名ということで、これはまさに一つの学

校の規模ではないかなというふうに受け取っ

た次第であります。 

 今の平成26年の予想が今の現状とぴたりと

合っているところはさすがだなというふうに

思っておりますが、今、建設ラッシュという

ことで白帄台も戸数が急激に伸びておりま

す。消費税が上がると、これはちょっとどう

なるかわからないんですけど、そういった意

味でも子供を持って来ている、移り住むとい

う方ももちろんおいでますが、若い世帯の夫

婦がこれから子供をもうけるであろうという

人たちも多く住みついているという結果につ

ながって、地区の醸成、地区の成り立ちとし

ては非常によいサイクルが今後生まれていく

のではないかなというふうに推測いたしま

す。 

 児童増加によるスクールバスの増便が頻繁

にありますけれども、一刻も早い小学校建設

が待ち望まれるわけでありますが、現在、開

校までのスケジュール、これは私、23年度に
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質問したときは具体的なスケジュールは示さ

れなかったわけでございますけれども、開校

までのスケジュールをどのように考えている

のか、具体的にお示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 現在、（仮称）白

帄台小学校の建設に向けて準備を進めている

ところです。 

 文部科学省では、大根布小学校が分離する

年またはその１年後に教室不足になることが

建設の前提条件としております。現状では平

成31年４月には大根布小学校の教室が不足す

る見込みであります。 

 現在、県を通じ文部科学省と事前協議をし

ており、その中で大根布小学校の分離後の空

き教室の活用など幾つかの検討課題の指摘を

受けております。これらの課題を整理し順調

に進めば、早ければ開校は平成30年となりま

す。そのためには来年度には設計に着手し、

平成28、29年度の２カ年をかけて建設工事を

行うというスケジュールとなります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 やはり若者が中心の

団地であり、小学校の早期建設を望む声は多

いわけであります。 

 議会においても清湖小学校建設時には特別

委員会などを設置して議論したと聞いており、

またそういった組織づくりも議会内で進める

べきではないか、そう思うものであります。

具体的なスケジュールが着実に進んでいくこ

とを期待しております。 

 一方で、通学地域審議会の答申では、附帯

意見としまして、今後の社会的問題である尐

子化による児童数推移を予測し、学校配置に

ついて校区の再編などにも触れています。北

部地区に小学校が２校となった場合、心配さ

れるのは児童数が減尐する西荒屋小学校の将

来であります。 

 町もこの附帯意見を受け、児童数減尐対策

として町内全域より西荒屋小学校に通学する

ことができる取り組みを来年度へ向けて実施

し、現在、募集段階と聞いていますが、現在

の申込状況はどのようになっているのかをお

聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 議員のお話のとお

り、小規模特認校制度を西荒屋小学校におい

てスタートさせます。これは、生徒個々の適

性を生かしたきめ細やかな教育活動を推進し

ていくことで西荒屋小学校の魅力を高め、結

果的に児童数の増加を図ることを目的とした

ものです。 

 今年度当初より制度の周知を図ってまいり

ました。これまでに５件の問い合わせがあり、

２件の申請が出ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 今後、地域、小学校

に対して、今ほどやられたような児童減尐対

策という新しい施策や地域の活性化というこ

とはどのように考えているのかお聞かせくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 今ほども話ししま

したように、現在、西荒屋小学校では地域と

密接な関係を保ちながら学校行事を実施する

など、家庭的な温かい雰囲気づくりを進めて

おります。また、西荒屋地区でも地域独自の

さまざまな魅力ある取り組みを行っており、

町も北部地区活性化策を推進しているところ

です。 

 教育委員会といたしましても、今後より一

層地域と連携を深めながら、特認校制度の周

知など西荒屋小学校の魅力づくりに努めてま

いりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 
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○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

す。 

 答弁いただきました白帄台小学校におかれ

ましてもスケジュールにのっとり新小学校を

着実に整備されることとあわせて、やはり北

部の活性化と人口減尐対策にも期待を寄せま

して、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で質問します。 

 今回は、10月の後半から、町民の声を町政

に生かしていきたいと全地域に町民アンケー

トを実施させていただきました。安倍政権に

なった後、あなたの暮らしはよくなりました

かという問いに、「悪くなった」が70％、「変

わらない」が21％、「よくなった」６％。悪

くなった原因は何ですかの問いに、消費税が

ふえた、年金が減ったなどの回答が最も多く

なっていました。消費税10％増税に対しては

「反対」が85％にも上っています。 

 安倍首相は、１年半後には必ず消費税10％

を実行すると断言しています。８％でも暮ら

しが大変なのに、10％になれば暮らしも経済

も壊れてしまいます。 

 日本共産党は、きっぱり中止して、消費税

に頼らない社会保障の道を提案しています。

税金は大金持ちと大企業に応分の負担を求め

る税制改革、大企業の内部留保285兆円の１％

で１万円の賃上げができ、税収をふやす経済

政策等を訴えております。 

 アンケートが日々戻ってきている中で、町

政に望むこと、力を入れてほしいことは何で

すかの問いに返ってきた主な点について、今

回は質問させていただきたいと思います。 

 まず最初に、元気内灘住宅リフォーム助成

制度について継続を願う声が多くありまし

た。 

 昨日の太田議員への答弁では、11月末現在、

202件の申請で助成額3,726万円、経済効果は

２億9,100万円、助成の現金と商品券で2,181

万円とのことでした。工事額は50万円から800

万円の工事額で平均１件当たり144万円。屋

根、外壁が一番多く147件で工事額１億9,300

万円、66％、台所、トイレが28件で5,300万円、

18.1％とのことでした。 

 今回は、商工会に加入している業者に限定

していました。 

 町を歩いていても外壁工事が目立ち、金沢

の業者もよく見受けられました。金沢市であ

っても内灘町の商工会に加入していれば施工

可能になるわけですね。まずはお尋ねしたい

と思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ご質

問にお答えします。 

 金沢市であっても内灘町の商工会に加入さ

れれば、今回の工事の対象となります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 金沢市であっても内

灘町の商工会に加入していれば施工可能とい

うことで、結構金沢市の業者の方が入ってい

らっしゃったように見受けられました。 

 昨日の答弁では継続は考えていないという

ことでした。しかし、やっと町民にも浸透し

てきたところです。町内の業者は、顔が見え

安心です。まだまだ暮らしは大変ですが、助

成があれば安心して暮らせる住環境にしたい

と町民は願い、今回の申請件数等を見てもこ

のことを物語っていると言えるのではないで

しょうか。 

 経済効果もある住宅リフォーム助成制度の

継続をし町民も業者も元気な内灘町に、また

工事額も50万円以上でなく下げていただい

て、内灘町の業者に限り工事依頼をする等見
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直しをし、継続することにならないか、再度

お尋ねをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 お答

えいたします。 

 昨日の太田議員のご質問にもお答えしたと

おり、今回の元気内灘住宅リフォーム助成事

業につきましては、消費税の引き上げに伴う

景気の腰折れを防ぐとともに、地域経済の活

性化並びに住宅環境の向上を目的に実施した

もので、その目的は達成したと考えておりま

す。したがいまして、本事業の来年度継続は

考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 考えていないという

昨日と同じような答弁でございますが、やは

り経済効果があるということははっきりいた

しておりますので、ぜひ内灘町に元気をもた

らすためにももう一度見直しをお願いしたい

と思います。 

 次の質問に移ります。 

 上下水道料金の引き下げを願う声が最も多

くありました。特に基本水量を引き下げてほ

しいと強く願う声も聞かれました。 

 2010年６月議会でも質問をしました。その

とき、基本水量以下の世帯は約25％でしたが、

現在、ひとり暮らしの方がふえていますので

もっと多くなっていると思われますが、現状

はどのようになっていますでしょうか。お尋

ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長田学上下水道課長。 

 〔上下水道課長 長田学君 登壇〕 

○上下水道課長【長田学君】 ご質問にお答

えいたします。 

 一般家庭で使用されております口径13ミ

リ、20ミリ及び25ミリにおける基本水量10立

方メートル以内の件数は、平成26年10月分で

は9,681件のうち2,681件で27.7％でありま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 27.7％ということで

すが、基本水量以下で最も多い世帯の水量は

どれぐらいでしょうか。お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長田上下水道課長。 

 〔上下水道課長 長田学君 登壇〕 

○上下水道課長【長田学君】 ご質問の基本

水量内で最も多いのは水道水を使用していな

い世帯等で、件数では455件でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 上下水道料金を下げ

ることにより減収額はどれぐらいになります

か。お尋ねしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 長田上下水道課長。 

 〔上下水道課長 長田学君 登壇〕 

○上下水道課長【長田学君】 減収額の算定

につきましては、基本水量、基本料金及び超

過料金を見直し設定しなければなりません。

現段階でお答えすることはできませんので、

ご理解をお願いします。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 大変難しいというこ

とですが、町民の中には、上下水道料金を引

き下げてほしい、特に基本水量を引き下げて

ほしいという声が多く上がっておりますの

で、2010年のときにも質問させていただきま

して検討していくという答弁でありました

が、現在、検討されて今後の見通し等につい

てどのような見解を持っていらっしゃるかお

尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 
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 近年、尐子・高齢化の進展、節水意識の定

着等によるライフスタイルの変化で、水道事

業をめぐる環境が著しく変わりつつありま

す。本町におきましても一般家庭における水

道水の平均使用量の減尐が続き、収益に影響

を及ぼす厳しい経営環境となってきておりま

す。 

 このことから、今後の一般家庭の使用量の

推移を見きわめるとともに、実態に即した基

本水量制、基本料金のあり方を含めた水道料

金体系の見直しについて、他市町の動向等も

踏まえ慎重に検討してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 節水機器等、さまざ

まなライフスタイルが変わって今まで以上に

利用が減っているということで、今後、推移

を見きわめて町のあり方を考えていくという

答弁でありましたが、ぜひ町民の願いである

上下水道の引き下げを願っている方々が多く

いらっしゃいますので、この点にも留意され

まして検討していただきたいというふうに思

います。 

 次の質問に移ります。 

 子供の医療費窓口無料化についてお尋ねし

たいと思います。 

 毎回、子供の医療費窓口無料化については

質問させていただいておりますが、９月25日、

県議会のほうの予算委員会での質問で谷本知

事は、窓口無料化を求める声は無視できない

と、やっとこのような答弁をされました。市

や町が自己負担を前提に窓口無料を選択した

場合、今までは県は、補助金は県が出してい

る分は出さないよということでありました

が、今後は出す意向だということを示されま

した。 

 県は市町との会議を早急に持つと交渉の中

で答えていましたが、そのような会議は持た

れたのでしょうか。また、どのような内容で

あったのか、他の市町村はどのような判断を

されていたのか、その辺のところをお尋ねし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 議員のご質問

にお答えをしたいと思います。 

 県の要綱では、利用者が医療機関等で支払

った自己負担額を町が助成した場合に、町に

対し県が補助金を交付することになっており

ます。 

 現物給付で窓口負担がないとなりますと、

利用者の医療機関での自己負担はなくなりま

すが、県からは町に対し補助金が交付されな

いことになります。現在、県はこの要綱の見

直しを検討しているとのことです。 

 先般、県と市町との意見交換会がありまし

た。各市町からの意見といたしまして、県が

主導となって医療機関等との調整をしていた

だきたい、また、ひとり親家庭等の医療費助

成との関連についても検討していただきたい

等の要望がありました。 

 「各市町の動向や県の条例などを踏まえて

検討する」が11市町ありました。「導入を具

体的に検討している」が６市町ありました。

「現時点での導入は考えていない」が２市町

ありました。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 導入に向かっていく

というところが６市町ということで、私も、

輪島が窓口無料化をということで11月に実施、

宝達志水町も４月から、金沢市もというよう

な話を聞いております。 

 内灘町は11市町の中に入るのでしょうか。

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 内灘町は11市

町の中に入ります。 
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 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 そうしますと、９月

議会のときにお尋ねしたところ、保護者の利

便性から利用できる医療機関の広域化が求め

られ、県全体の実施が必要と考えると答弁さ

れています。 

 県が主導権を持ってやっていただけると一

番いいのでありますが、まだ一歩を進んだと

ころでありまして、なかなかそうはならない

というところが問題かと思いますが、もし金

沢市が無料化実施に踏み切った場合、内灘町

としては金沢市の医療機関への利用は多くあ

るかと思いますので、そのような場合では内

灘町でも実施する考えがあるのかどうかお尋

ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 現物給付の実

施につきましては、自己負担なしでなければ

運用はなかなか難しいと考えております。加

えて、町では利用する医療機関が広域化して

おりまして、県内全体での実施が必要である

と考えます。 

 現在のところ、町単独では実施は考えてお

りません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 現物給付になると

1,000円の自己負担が問題になるというとこ

ろで、1,000円の自己負担をなくすと、先般、

９月議会のときにお尋ねしましたように、540

万あたりの負担がかかってくるというところ

でなかなか難しいということだと思いますが、

それでは、国からの国保に対するペナルティ

の額は幾らぐらいになりますか、もし現物給

付にしたような場合には。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 現物給付の導

入につきましては、国民健康保険の国庫負担

の減額措置を受けるということになりますけ

れども、25年度の助成額で試算をしましたら、

助成額は5,170万円で計算すると260万円の減

額になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 子供は国の宝、県の

宝、町の宝といえども、なかなか現物給付、

親たちが願っている、病院にかかったときに

現金の持ち合わせがなくてもかかれるように

なるには、国からのペナルティ、県からのペ

ナルティ、1,000円の自己負担はというような

ことで、もっともっと県や国が助成を大きく

してもらえると町もしやすいということにな

るかと思いますが、ぜひ窓口無料化に向けて、

今、一歩県が動き始めたというところで、県

全域がなるように、町としても努力して無料

化に向けて進めていってもらいたいと思いま

す。よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、北部地区インターチェンジ整備方針

についてお尋ねしたいと思います。 

 先ほども生田議員から、白帄台、宮坂の地

域住民に対する住民説明会のお話がありまし

た。 

 私のほうも、白帄台インターチェンジ計画

案が、11月14日、全協で報告されましたが、

その前に町民アンケートを、白帄台インター

チェンジの建設構想についてどのようなご意

見をお持ちですかというような問いで出させ

ていただきました。そうしましたら、必要が

ないとか、税金の無駄遣い、町の借金がふえ

るとの意見がほとんどでした。また、白帄台

の方からは、静かな環境を望んでいる、子供

たちの安全が心配との意見が寄せられていま

した。 

 白帄台にインターチェンジができれば、交

通量がふえること、保育所、学校予定地があ

りどうしても白帄台中央の道路を横断するこ

とになることなど、心配は尽きないと思いま
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す。白帄台にインターチェンジは本当に北部

の発展に欠かせないものか、住民の疑問が、

必要なし、税金の無駄遣いとしてあらわれて

いるかなとも思われます。 

 白帄台の住民がどのように考えているのか

受けとめているのかが一番大切にしなくては

いけない問題だと思います。どのように、今

後、考え、進めていくつもりかお伺いをした

いと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 白帄台住民

にどのように理解を求めていくのかというこ

とでございますが、私どもも手順としまして、

先ほど生田議員が申しましたように、12月６

日に地元へ、白帄台、宮坂地区住民を対象に

北部地区インターチェンジの整備計画につい

て説明してまいりました。 

 そのときのご意見で多かったものとしまし

ては、やはり今ほど言われました交通量がふ

えることによる安全対策の徹底ということで

ございました。その意見を受けまして、町と

しまして、北部地区の活性化のために、町の

発展のためにも事業の必要性について十分に

説明し、理解いただいたものと思っておりま

す。 

 説明会で伺った意見を今後の工事に反映さ

せまして、北部地区の重要な事業としてしっ

かり進めていきたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 その都度、進捗状況

などを住民の方々に理解を求めていくという

ようなお話もありましたので、ぜひそのよう

にしていただいて、まずは白帄台の住民の

方々が理解できるように努力をしていただき

たいと思います。 

 北部だけでなく、全地域の住民に対しても

同じように白帄台インターチェンジをつくる

ということに対して、やはり説明会等を設け

て理解を求めていただきたいなというふうに

思っております。 

 それともう一つ、北部地区の市街化調整区

域を外すことが先ではないかというような意

見もありました。この問題についてはどのよ

うにお考えでしょうか。お尋ねしたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 北部地区の

市街化調整区域につきましては、内灘町のみ

ではなく、野々市市、金沢市、内灘町、２市

１町で成っております金沢都市計画区域で決

めておるものでございます。 

 今回、町のほうとしまして北部地区基本構

想を策定しております。この中では、白帄台

以北の土地利用につきましては農業振興地域

のままで整備したいと考えております。 

 また、既存集落である宮坂、西荒屋、室地

区については人口が減尐しており、何らかの

活性化策が求められている状況でございます。

現在のところ、その市街化調整区域のままで

集落の活力維持向上を図る目的とした地区計

画を定めることで定住促進を図ることができ

ないか検討しているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 あと心配なのは、権

現森公園の自然環境にも変化が起きるのでは

ないかというような心配があります。 

 住民の理解を第一に、何よりも地元の方々

のご理解がないと進めていくことはできない

かと思いますので、その辺のところをしっか

りと調査、研究をして理解を求めていただき

たいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 最後に、落ち葉対策についてお尋ねをしま

すが、この問題も、昨日、能村議員から質問

がありました。同じ問題なので、私のほうも

住民の方々の叫びのような声だけを紹介させ

ていただきまして、ぜひ剪定作業も含め協力

し合えるように調査、研究をしていくという
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答弁でありましたので、剪定作業もしっかり

行っていっていただきたいというふうに思い

ます。 

 若い人たちは仕事に行くのが精いっぱいで

ありますし、腰を痛めている人や高齢の方た

ちは風とともに舞い散って集まってくる落ち

葉にため息をついて、ごみ袋10枚は要らない

と、どうにかしてよというのが本音でありま

す。 

 落ち葉利用のリサイクル等も何かいい方法

はないかなということで私もいろいろと調査

等、研究もしているところでありますが、今

後、やはり負担はどんどんふえていくという

ことが目に見えていますので、その辺のとこ

ろで昨日の答弁と同じように剪定作業をしっ

かり行っていただくということと、尐しでも

負担を軽くするような方法を考えていただき

たいと思いますが、一応再度お尋ねします。 

○議長【夷藤満君】 田中義勝都市建設課長。 

   〔都市建設課長 田中義勝君 登壇〕 

○都市建設課長【田中義勝君】 お答えいた

します。 

 街路樹の落ち葉のリサイクルにつきまして

は、運搬は、場所は、費用、コストは問題が

多く、現時点ではかなり難しいものと考えて

おります。 

 あと、昨日の能村議員の質問と同じような

回答になりますが、街路樹につきましては、

沿線住民の方々には、清掃、処分等、協力を

していただいており、大変感謝しております。 

 ただし、高齢による身体的な負担もあると

も聞いております。住民相互が協力し合える

ように調査、研究していきたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 以上で質問は終わり

ます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 そのままでお待ちください。 

           午前11時01分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前11時01分再開 

    ○再   開 

○副議長【生田勇人君】 それでは、地方自

治法第106条第１項の規定により、議長の職務

を行います。よろしくお願いをいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 16番、夷藤満議員。 

   〔16番 夷藤満君 登壇〕 

○16番【夷藤満君】 皆さん、改めましてお

はようございます。 

 平成26年第２回内灘町議会定例会12月会議

において町政一般質問の機会をいただきまし

たので、通告に従い一問一答方式にて質問を

いたしますので、答弁に当たります町長並び

に執行部におかれましては、前向きなご答弁

をいただきますようお願いいたします。 

 ことしもあと20日で平成26年が終わろうと

しております。ことし１年を振り返ってみま

すと自然災害の多い年でした。８月には台風

や大雤により全国各地で被害が相次いで発生

し、羽咋市では24時間雤量が観測史上最多を

記録するなど、これまで経験したことのない

大雤が発生し、土砂崩れによりとうとい生命

が失われるなど、広島でも豪雤により大規模

な土砂災害に多くの方々の生命が失われ、ま

た岐阜県御嶽山の噴火、長野県北部での震度

６弱の地震、また白馬村での家の倒壊、そし

て四国での大雪と、改めて自然災害の恐ろし

さを感じているところであります。 

 災害に遭われました皆様に心からお悔やみ

とお見舞いを申し上げますとともに、一日も

早い復旧・復興を心からお祈り申し上げます。 

 また、先週末には、12月の積雪としては12

年ぶりの観測ということで、突然の大雪で除
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雪もスムーズにいかず、町民の皆様にはご不

便をおかけいたしました。 

 これから本格的な雪の季節がやってまいり

ます。職員の皆様方におかれましては、寒い

中大変かと思いますが、町民の生命、財産を

守るべく頑張っていただきたいとお願いをい

たしまして、質問に入ります。 

 まず最初の質問は、向粟崎街なみ環境整備

についてお伺いいたします。 

 街なみ環境整備の目的は、住み続けたいと

感じるまちづくりを目指して。 

 これまで内灘町で、西荒屋、大根布地区が

街なみ環境整備を行っております。古い町並

みで木造住宅が立ち込み、道が狭く、火災な

どの災害時には救急車や消防自動車が駆けつ

けても現場に近づくことができないというこ

とで安全な地域とは言えないことから、街な

み整備を通して災害に強いまちづくりのため

に住民と町が一致協力して行った事業であり

ます。 

 初めに、この事業を行うに当たって、向粟

崎街なみ整備で５つの理念が掲げられており

ます。地域住民の皆さんの発意と創意を基本

として（住民参加）、それぞれの地域の個性

を大切にするということで（個性尊重）、自

然環境の保全または創出に心を配るというこ

とで（自然環境への配慮）、美しい町並み空

間の実現を図るということで（景観形成）、

この事業の推進に当たっては、住民と町が知

恵と情熱を持って一緒に取り組む必要があり

ます。（一致協力） 

 先ほども述べましたが、内灘町では、既に

西荒屋地区、大根布地区が街なみ環境整備を

行っております。これまでの２地区の整備に

総額幾らかかったのか、また、工事に要した

月日をお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸一平都市整備

部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 西荒屋では、

西荒屋南地区街なみ整備事業が平成２年度か

ら平成８年度までの７年間、事業費約２億

8,900万円で行われました。大根布の大根布中

央地区街なみ整備事業につきましては、平成

７年度から平成16年度までの10年間で、事業

費約３億5,100万円で実施いたしました。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ご答弁のほう、ありが

とうございました。 

 この事業については、おおむね10年で整備

を進める事業とお聞きしておりますが、向粟

崎の街なみ整備が始まってもうすぐ８年とい

うことであります。 

 しかし、この進捗状況はかなりおくれてお

り、また整備方針が道路に特化したもので、

国、県の考える整備方針からはほど遠いもの

があり、町が積極的に指導をしないとこの事

業の延長が認められないと思いますが、町は

来年度予算をどのように計上するのか、また

来年の事業費のめどはついているのかお聞か

せください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 来年度の事

業につきましては、これまで決まった道路線

形箇所の用地買収及び移転補償と一部道路の

築造としまして、現在、国のほうへ事業費

3,100万円を要望しているところでございま

す。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございます。 

 来年度の事業費が3,100万円ということで

ございますので、しっかりその対応をしてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い

をいたします。 

 また、同僚議員の太田議員も街なみ整備に

ついて、平成24年第１回定例会で質問をして

おります。道路幅が1.8メートル以内の道が内

灘町に当時、約２年前ですが、60本余りあっ

たということで、この事業を進めている向粟
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崎１丁目、２丁目地区にこのような道路が何

本あるのかお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 向粟崎街な

み環境整備事業計画区域には、1.8メートル未

満の道路は16本ございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどのご答弁で16本

あるということでございました。 

 この道路について、向粟崎の街なみ整備で

この道路16本の改良が行われる計画の予定箇

所があるのか。また、既にこういった道路の

改良した箇所があるのならお聞かせくださ

い。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 向粟崎街な

み環境整備区域の中に1.8メートル未満の道

路は１本ございます。現在は未整備となって

おります。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどのご答弁で１本

あるということで、私、最後に聞きましたけ

ど、もしあるのなら今後の計画はということ

で、その１本の道路を改良する計画なりそう

いったものが図面で示されておりますか。お

聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 現在の街な

みの計画ではその道路を整備する計画となっ

ておりますが、現在のところ、未着工という

ことでございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ということであります

ので、皆さんが求められているそういった1.8

メートルの道路というものは本当に住環境の

今後の問題かなというふうに思っておりま

す。 

 そういった道路を改良することによってこ

そ安全で安心した町並み形成が図れ、そして

そこに住む方々たちがこの地に定住したいと

思っていくのではないでしょうか。そういっ

た意味からも、即時改良工事、またそういっ

た道路の線形について、町が指導をして街な

み環境整備で事業を進めていただきたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 また、西荒屋、大根布地区での当初の計画

どおりこの事業が完成したのか。２地区につ

いてお伺いいたします。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 西荒屋の西

荒屋南地区は、事業期間７年間でほぼ当初計

画どおり執行されております。 

 大根布の大根布中央地区は事業期間10年間

でありましたが、事業費ベースで約50％、道

路延長ベースでいいますと約20％の完成とい

う状況でございました。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどご答弁いただき

ました。 

 西荒屋地区ではある程度の事業が完了した

と。しかしながら、大根布地区、10年かかっ

てやった事業でありますが、事業費ベースで

50％、また道路の延伸等々で20％ということ

でありました。 

 大根布地区が本当に最終的に完了するには

どれぐらいの期間がかかるのかというふうに

今心配をしておるわけでございますが、また

この事業の最終的な完了を判断するのは誰な

のかお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 この街なみ

環境整備事業は、地元、向粟崎地区まちづく

り協議会と町と調整しながら事業を進めるこ

ととなっております。 

 事業の最終的な判断というのは、予算の確
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保や延伸の期間、新規計画の許可、そういっ

た観点であれば、県、国の最終判断となりま

す。ただし、その計画については、やはり地

元協議会と町が調整し、つくり上げなければ

ならないということでございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 この最後の項になりま

すが、今ほどの答弁をいただきました。県、

国が本来ならば最終的な判断や、地元の協議

会によって最終的な判断を求めていくという

ようなお考えでしたが、この事業、８年、も

う既に取りかかっております。 

 しかし、所管である総務産業建設常任委員

会の委員会の中で、こういったものに関して

資料の提示も地図の概要の説明も一切されて

いないということで各委員のほうから指摘が

あったにもかかわらず、今の現状、まだ一度

も報告がされておりません。 

 そういったことを考えますと、やはり議会

軽視に当たるのではないか。せっかくの町並

みの環境をよくしていきたい、住民環境をよ

くしていきたいと努力しているのにもかかわ

らず、委員会に報告のないのは非常に残念に

思いますが、部長、このことを、もしできた

ら答弁お願いします。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 逐次、事業

の進捗についてご報告申し上げるところ、こ

れまで進捗報告に至ってないことについては

申しわけなく思います。 

 今後につきましては、また逐次、事業計画、

事業の終わったときに報告をしていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 それでは、次の質問に

移りたいと思います。 

 ２点目の質問は、内灘海岸全般についてお

聞きいたします。 

 北陸新幹線がいよいよ来年３月14日に開通

いたします。東京─金沢間が２時間30分でつ

ながり、関東方面から北陸に、また石川にこ

れまで以上に来やすくなるということで、こ

の新幹線効果を我が町ではどのように考えて

おられるのでしょうか。お聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 新幹線効果につい

てのご質問にお答えします。 

 来年３月14日には北陸新幹線金沢開業が実

現し、首都圏を初め県外から多くの観光客が

金沢駅におり立ち、県内各地への観光が予想

されております。 

 内灘町においても多くの観光客の皆様を呼

び込めるよう、積極的に北陸鉄道浅野川線の

利用促進も図りながら観光振興に取り組んで

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほども答弁ありがと

うございました。 

 また、昨日は清水議員のほうからも金沢駅

もてなしドーム等々での要望もありました。

また、浅野川線の内灘駅でも電光掲示板にと

かそういったもので質問もありました。今後、

積極的に町が主導を持って、そういった関係

機関に話し合いをしていっていただきたいと

思います。 

 金沢駅には、以前八田議員も言われました

が、浅野川鉄道に乗る、こちらが内灘行きで

すよという案内看板が一つもないということ

で、これまで副町長におかれましても県のほ

うに要望に行っていただいた経緯がございま

すが、まだまだこの新幹線効果に内灘町に乗

りおくれることのないようにお願いをいたし

たいと思っております。 

 次に、海岸を見てどのように思われるでし

ょうか。内灘町の魅力は何といっても日本で

３番目に広い内灘砂丘だと思いますが、この
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点についてお伺いいたします。 

○副議長【生田勇人君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 内灘海岸について

のご質問にお答えします。 

 内灘町の大きな魅力の一つに内灘海岸が挙

げられ、住民アンケートにおいても海岸を誇

りとする意見が多く出されております。 

 内灘海岸は毎年、海水浴シーズンを初め、

世界の凧の祭典、ビーチベースボール大会な

ど全国からお客様を集うほか、年間を通じて

マリンスポーツが盛んであり、町としても大

変重要な観光名所であると捉えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほど副町長から答弁

をいただきました。 

 非常に重要なポイントと捉えているという

ことでございますので、私のほうから一つだ

けお願いをしたいと思います。 

 浜茶屋組合、また海の家管理組合の来年の

営業許可についてであります。 

 これまでも海等々でいろいろな事件、事故

がございました。そういったことを危惧いた

しますと、新幹線効果を考えますとこのまま

でよいのかというふうに心配をいたしており

ます。 

 海の家管理組合との締結書などを結ぶとき

には、今、所管であります公安、また石川県、

そして町、町会が一つになってこの話し合い

をした上で締結を結んでいただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。お願いいたしま

す。 

○副議長【生田勇人君】 長丸信也都市整備

部担当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ただ

いまのご質問にお答えします。 

 例年、内灘海岸海の家管理組合は、内灘町

の立ち会いのもと千鳥台町会と協定書を取り

交わし、浜茶屋を運営しております。 

 来年度の協定書につきましては、千鳥台町

会を初め許可権者であります石川県などと十

分に協議をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございまし

た。 

 海水浴シーズンになりますと、とりわけい

ろいろな団体や住民の皆さんの手で海岸清掃

にご協力をいただいておりますが、これから

新幹線の効果を考えたときに、１年中海岸が

きれいでないと、すぐにフェイスブックやツ

イッターというもので写真がアップされ、日

本のみならず、世界の人たちが瞬時に情報を

得られる時代でございます。汚いというイメ

ージがついてしまうと、なかなかそのイメー

ジを払拭するには大変努力が要るものと思っ

ております。 

 また、どんなにお金をかけて立派な案内板

やパンフレットを作成しても人は来なくなる

と思いますが、この点について町の考えをお

聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ただ

いまのご質問にお答えします。 

 毎年、海岸利用者による持ち込みのごみに

加え、強風やしけによる大量の漂流ごみが漂

着しております。美しい海岸を保全するため

に、町民一斉の海岸美化清掃や各種団体の皆

様など多くのボランティアの皆様のご協力を

いただきながら海岸の美化に努めているとこ

ろでございます。 

 今後も、議員ご指摘のイメージダウンにつ

ながることのないように、さらなる海岸の美

化に向けてさまざまな調査、研究をしてまい

りたいと考えております。 



 －71－ 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどご答弁をいただ

きました。 

 内灘にとってこの海岸は本当に宝でござい

ますので、なお一層のご努力をお願いいたし

たいと思っております。 

 これまでも、私が所管する総務産業建設常

任委員会において何度か質問をしてまいりま

したが、一向に答弁並びにその対応が見られ

ませんので、改めてこの場でお聞きをいたし

ます。 

 最近よく耳にするようになりました産学官

連携ということは、まさしくこのようなとき

に使うのではないかと思っております。今や

日本のみならず、世界的にロボットやいろい

ろな工業機械の専門分野において金沢工業大

学を知らない人はいないとまで言われている

大学が県内にございます。その知恵をおかり

するのも一つの手ではないかと思っておりま

す。 

 そこで、研究費名目で補助金を出し、ビー

チクリーナーの依頼をしてはいかがでしょう

か。それにあわせて一般企業から協賛金を募

り、完成したビーチクリーナーに会社の名前

やロゴを入れることにより、その会社自身が

環境美化に努力しているというようなことで

企業にとってもイメージアップにつながるの

ではないでしょうか。町の考えをお聞かせく

ださい。 

○副議長【生田勇人君】 長丸都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ご質

問にお答えします。 

 町では、効果的な海岸清掃を行うため、平

成16年度までビーチクリーナーによる機械清

掃を行っておりました。しかし、砂質の違い

や特殊環境もあり、厳しい条件下のもとで機

械のたび重なる故障により修繕費用もかさん

だことから、やむなく機器の利用を断念した

経緯がございます。 

 現在、農家の方でトラクターにアタッチメ

ントを取りつけてごみの回収に活用できない

か提案を受けております。 

 議員ご指摘のように、今後、海岸清掃に最

も効果的な重機の活用について研究する上

で、必要に応じて専門的な知識を有する県内

の大学との技術開発や民間企業などの協力が

可能であるか調査、検討してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございまし

た。 

 今ほどは、私も初めて聞いたんですが、町

民の皆様からトラクターを利用したアタッチ

メント、そういったものを利用しながら海岸

清掃に生かしたいというようなご提案があっ

たということを今初めて聞きました。もしそ

ういったことが可能であるならば、ぜひとも

研究、検討していただいて、またその改良に

もそういった大学の皆さん、そういったいろ

いろな知恵をおかりして、ぜひともきれいな

内灘町、内灘海岸を今後継承していただきま

すようにお願いいたします。 

 それでは、尐し話題が飛びますが、室地区

の海岸につながる道路が侵食してはや１年近

くが経過しておりますが、以前と何ら変わら

ず道路が閉鎖されたままであります。 

 この件について、町の考えをお聞かせくだ

さい。 

○副議長【生田勇人君】 長丸一平都市整備

部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 昨年の４月

23日に室海岸の侵食を発見しまして、その日

のうちに海岸管理者の石川県津幡土木事務所

に連絡しまして、安全対策の実施と復旧工事

の申し入れを行いました。さらに５月１日に
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は、石川県県央土木事務所長宛てに、状況写

真も添付しまして海岸の保全対策事業の実施

の要望書を提出したところでございます。 

 本年度におきましては事業採択には至りま

せんでしたが、美しい砂浜を後世に残すため

にも、養浜事業を含めた海岸保全対策事業や

海岸利用者の安全・安心を図るためにも、県、

国に引き続き要望してまいりたいと思いま

す。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございます。 

 私たち議会のほうも、今後、委員会でそう

いった現場の視察も兼ねて要望事項には参加

していきたいと思いますので、積極的に進め

ていっていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 次に、学校教育の現場において、内灘海岸

を利用した教育、また取り組みがありました

らご紹介をお願いいたします。 

○副議長【生田勇人君】 北川真由美教育次

長。 

   〔教育次長 北川真由美君 登壇〕 

○教育次長【北川真由美君】 学校教育での

海岸利用でございますが、七、八年前までは

砂浜でマラソン大会を行ったり、またＰＴＡ

と連携して親子で清掃活動を行ったりといっ

たようなこともしていたと確認をしておりま

す。ただ、ここ数年は授業数の確保というこ

とが問題になりまして、なかなか海岸で活動

を行うということはやっていないということ

でございます。 

 ５月の凧の祭典は、全ての小中学校、ハマ

ナス分校も含めて参加をしていただいており

ますし、内灘高校においても運営スタッフと

して協力をしていただいております。 

 以上です。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどご答弁をいただ

きました。 

 これまではマラソン大会等々があったとい

うことでございます。今はそういった環境が

ないということでございますが、５月の凧の

祭典、また掃除等々で内灘町の海水浴場を、

内灘海岸を掃除してくれているということを

お聞きいたしました。 

 小さいうちからこの海岸に親しみ、そして

この町の宝である内灘海岸をきれいにしてい

くという取り組みは、やっぱり子供のうちか

ら続けていっていただきたいと思いますの

で、これがなくなることのないようにお願い

をいたします。 

 次に、内灘海岸に、これはとりわけ内灘海

水浴場砂浜にでありますが、アスファルト舗

装した駐車場の整備ができないかについてお

聞きをいたします。 

 これまで行われてきた世界の凧の祭典で、

駐車場整備に多額の資金をつぎ込んできた経

緯があります。今後も当然駐車場の整備にお

金がかかり、25回開催された凧の祭典で駐車

整備代金が総額幾らになったのかお聞かせを

いただきたいと思います。 

 そこで、私からのご提案ですが、駐車場に

ついては具体的に車１台分、約２メートルぐ

らい高い位置に整備することにより、日本海

に沈む夕日や目の前に広がる大砂丘、そして

天気のよいときには能登半島の先端を見渡せ

るような、そういった地平線を一望できるよ

うな駐車場整備をお願いしたいと思います

が、この点についてお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 長丸信也都市整備

部担当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ご質

問にお答えします。 

 凧の祭典の駐車場整備代金の総額につきま

してお答えします。 

 凧の祭典の駐車場整備につきましては、向

粟崎地先の駐車場の整備工事費といたしまし

て平成11年から今年度までの16年間で約

3,200万円になり、ここ数年は平均で約50万円
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を執行しております。 

 次に、駐車場整備についてお答えさせてい

ただきます。 

 海岸の駐車場の整備につきましては、さら

なるにぎわいの創出、町民の皆様が海に親し

むために必要性を強く感じております。さま

ざまな検討課題等もございますが、今後、関

係機関と協議、検討を進めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどもご答弁をいた

だきました。 

 今後とも、また駐車場については必要かと

思いますので検討をお願いいたします。 

 町は内灘海岸を今後どのようにしたいのか

についてお聞かせください。 

 きれいな砂浜、今ほども申しましたが、日

本海に沈む夕日、こんなぜいたくな癒やしの

空間はないと思っております。 

 町長は常々、湘南のようなイメージのまち、

海岸を目指しているということでお話を聞い

ておりますが、海岸全体の整備が必要だと考

えるわけですが、町長のお考えをお聞かせく

ださい。 

○副議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 内灘海岸は、内灘町を代表する観光資源の

一つであり、町民の皆様の誇りとする財産で

ございます。 

 私は、内灘海岸を石川県の湘南にしたいと

思っております。湘南には江ノ電が走り、海

岸周辺が公園として整備され、マリンスポー

ツを楽しむ若者でにぎわっております。内灘

には浅電があり、海岸には海水浴やマリンス

ポーツを楽しむ若者が集い、雰囲気が湘南に

よく似ているところが多くございます。この

内灘海岸を湘南のように整備された観光スポ

ットとしてにぎわいを創出し、安全で健全な

憩いの場所にしたいと考えております。 

 先般、石川県において、のと里山海道の４

車線化整備に伴い千鳥台交差点が再整備され

たところでございます。 

 また、町では、去る11月、内灘海岸のあり

方を検討する庁内ワーキンググループを立ち

上げ、健全で魅力あふれる内灘海岸の再生、

にぎわいの創出に向けて検討を始めました。

海岸へのアクセス道路を結ぶ連絡道路の整備

のほか、例えばトイレやシャワー室、駐車場

などの整備も盛り込んだ内灘海岸のにぎわい

に係る構想案を作成したいと考えておりま

す。 

 この構想案をもとに、今後、国、県の関係

機関と協議、検討をしてまいりたいと考えて

おります。素案がまとまりましたら議会の皆

様にお示ししたいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございまし

た。 

 将来にかけて、湘南をイメージした石川県

の湘南を目指して頑張っていただきたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 最後の質問に入らせていただきます。 

 ３点目の質問は、名誉町民についてお伺い

いたします。 

 昭和37年１月に町制を施行した内灘町は、

一昨年１月で50周年を迎え、次の四半世紀に

向けて歩みを進めているところであります。 

 そこで、まず最初にお伺いいたします。 

 名誉町民の称号贈呈の資格はどのようなも

のがありますか。また、これまでに内灘町の

名誉町民は何名おられるのでしょうか。お聞

かせください。 

○副議長【生田勇人君】 北雅夫総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまのご質問

にお答えいたします。 

 まず、名誉町民の資格でございますけれど
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も、内灘町名誉町民条例第１条に、このよう

に、以下のように規定されております。「公

共の福祉の増進、産業、文化の進展又は社会

公益上に偉大な貢献をなし、その功績が顕著

である本町住民又は本町に縁故の深い者」に、

内灘町の名誉町民の称号を贈呈するというふ

うになってございます。 

 また、これまでの贈呈者でございますけれ

ども、内灘村長であられました中山又次郎様、

内灘町出身の篤志家、島崎悦吉様、県会議員

であられました竹野清次様、内灘村長、町長

を歴任されました中村小重様、そして国際友

好都市呉江市の提携締結時代の市長であられ

ました張鈺良氏、以上５名の方々にそれぞれ

のご功績をたたえ顕彰するため、名誉町民の

称号を贈呈いたしております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございまし

た。 

 今ほど、５名の方々が名誉町民に選ばれて

いるということでございました。 

 最後にこの名誉町民が選ばれたのはいつな

のかお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 最後に名誉町民を

選ばれたときでございますけれども、平成10

年12月18日に、先ほど申し上げました元中国

呉江市長でありました張鈺良氏に名誉町民の

称号を贈呈しております。丸16年が経過して

おります。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどご答弁をいただ

きました。 

 最後に選ばれた方が、もう既に16年たって

おるということでございます。 

 この内灘町の50年余りで５人という人数が

多いのか尐ないのか、これは名誉町民の称号

を受けられるにふさわしい方がおいでること

が大前提でありますが、年数と人数で計算す

るわけにはいきませんが、先ほどの資格の説

明では、公共の福祉の増進、産業、文化の進

展または社会公益上の偉大な貢献をし、その

功績が顕著であるということが認められた場

合ということを説明いただきました。 

 そういったことになりますと、多岐にわた

る分野において選ばれる方を調査しなくては

ならないというふうに思うのですが、名誉町

民の該当資格調査などは毎年行っているので

しょうか。お聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまご質問の

調査でございますが、町では継続的に情報収

集に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今、答弁では、継続的

に調査をしているということでございまし

た。 

 この名誉町民審議会の開催はいつから行わ

れていないのかお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 先ほどお答えいた

しました張氏を名誉町民に選ぶときでござい

まして、平成10年の12月１日以降開催してお

りません。開催が10年の12月１日でございま

した。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ありがとうございます。 

 先ほどは毎年調査をしていると、しかし審

議会は16年間開催されていないというご答弁

をいただきました。 

 これまで名誉町民の称号を受けられた５名

の方々のうち、島崎悦吉さん以外は、元村長、

また元町長、また元県議会議員、そして国際
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友好都市を提携した当時の呉江市の市長であ

ります。全て内灘町の町勢発展に寄与された

方々であります。 

 例えば北島康介選手のような日本を代表す

るスポーツ選手やオリンピックのメダリス

ト、またノーベル賞を受賞するような顕著な

功績を上げられた方は別といたしましても、

郷土の振興発展に寄与され多大なる功績を認

められる場合には、当然その選考候補に上げ

られてもよいのではないかと思います。 

 なぜなら、町民の皆様が日ごろから実感す

るのは、日々の生活の中で暮らしやすさや生

活を営む上での利便性あるいは自分の町を誇

りに思えるような町であり、そのようなまち

づくりの道筋を定め実現していくことは大変

な労力とエネルギーが必要であります。また、

町民と郷土内灘を愛する強い思いと信念がな

ければ到底かなわないと思うからでありま

す。 

 町制施行をして以降、内灘町のこの50年余

りを振り返ってみますと、特に平成２年の内

灘放水路温泉が湧き出したことは本町にとっ

て画期的なものであり、そのことによって総

合公園内に室内温水プールができ、そして現

在の展望温泉、サイクリングターミナルがつ

くられたのであります。また、川口町長は、

福祉センター老朽化によるほのぼの湯の建て

かえを計画されておりますように、温泉浴場

は町民の生活の憩いの場として大変大きな存

在であることは間違いありません。 

 また、平成６年から８年にかけて林帯遊歩

道が整備され、毎日本当に多くの町民の皆様

に利用され、南部土地区画整理事業によりハ

マナス町会の設立、隣接する恐竜公園では連

日大勢の子供たちでにぎわっております。さ

らには、総合公園内に大型船遊具（海賊船）

をつくり子供たちに夢を与える一方で、船内

に防災備蓄を設置し災害時に備えるなど、こ

の取り組みは先進的な事例として、当時、全

国都市公園大会において発表され、大きな注

目を浴びたということであります。 

 また、平成11年には、役場庁舎をこの地に

新築移転され、町の100年先を展望する新たな

スタートが切られ、平成13年には、現実不可

能とまで言われた放水路架橋内灘大橋、現在

のサンセットブリッジ内灘が88億円もの巨額

のお金を投入され完成いたしました。この内

灘大橋の開通により北部開発の道が開け、そ

して北部土地区画整理事業により大規模な白

帄台住宅地1,050区画が誕生し、内灘町の人口

は微増ながらもふえ続けております。 

 私の持論といたしまして、顕彰や表彰など

は、対象となる方が元気なうちに、そしてご

存命なうち、要するに生きておられるうちに

ご本人に直接手渡してこそ、その価値がある

と思うのです。どんなにすばらしい賞であっ

ても、亡くなられてから贈呈されるのではそ

の価値も半減するのではないでしょうか。 

 その意味でも、名誉町民の選考調査は恒常

的に調査を怠ることのないようにしなければ

ならないと思いますが、いかがでしょうか。

お考えをお聞かせください。 

○副議長【生田勇人君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今ほどの調査等に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 先ほどもお答えいたしましたとおりです

が、今後とも継続的に情報収集に努めてまい

りたいと考えております。 

 また、名誉町民にふさわしいと思われる方

がいらっしゃいましたらば、先ほど申し上げ

ました審議会にお諮りするなど、必要な手続

を行いたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 ご答弁をいただきまし

た。 

 今ほどは、おられるようなら審議会、そう

いったものをまた開催していきたいというこ

とでございましたが、ことし最後の答弁にな
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ります。町長からぜひそういったご答弁をい

ただければと思いますが、川口町長のお考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

 川口町長さんにおかれましても、今後しっ

かり行財政改革に取り組み、公約である明る

く元気な町、誰もが住みたい、住んでよかっ

たと実感できるまちづくりを目指して頑張っ

ていただき、町民の負託に応え、将来いつの

日か名誉町民の称号を贈られるように頑張っ

ていただきたいと思いますが、町長のご見解

を一言お願いいたします。 

○副議長【生田勇人君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 突然の質問でちょっと困惑しとるんですけ

れども。 

 この名誉町民というのはね、大変すごい名

誉なことでございます。私は、この名誉町民

を考える前に、私の公約であります明るく元

気な町、誰もが住みたい、住んでよかったと

実感できるまちづくりに今後とも全力で邁進

したいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長【生田勇人君】 夷藤議員。 

○16番【夷藤満君】 今ほどは、本当にあり

がとうございました。 

 それでは最後に、皆様にとって来年も輝か

しい、すばらしい年でありますように、また

日本のみならず、世界が平和で災害の尐ない

年でありますことをご祈念申し上げ、私の質

問を終わります。 

 どうもありがとうございました。 

○副議長【生田勇人君】 これで職務が終了

いたしましたので、この際、議長職を交代い

たします。 

 そのまましばらくお待ちください。 

 夷藤議長、よろしくお願いします。 

   〔副議長退席、議長着席〕 

○議長【夷藤満君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明日13日から17日まで

の５日間は、議案調査並びに議案委員会審査

のため休会といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、明日13日から17日までの５日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る18日は午後１時から本会議を開

き、各委員長の報告を求め、質疑、討論並び

に採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午前11時51分散会 
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